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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ワイヤレスネットワーク内で基準信号の送信を
調整する方法と装置とを提供する。
【解決手段】ネットワークノードは、干渉を軽減するた
めに隣接セルの測定に基づいてセルＩＤを選択すること
ができる。ネットワークノードは、チャネル特性を測定
するために、保護されたインターバル内に送信されるリ
ソースを制御するために別のネットワークノードに情報
を通信することができる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のワイヤレスネットワークノードによって提供される送信調整情報を受信すること
と、
　前記送信調整情報に従って第２のワイヤレスネットワークノードからのワイヤレス送信
を制御することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のワイヤレスネットワークノードに送信調整の要求を送信することをさらに含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御することは、前記送信調整情報によって定義される指定された保護されたイン
ターバル中に前記第２のワイヤレスネットワークノードから信号を送信するのを控えるこ
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記信号は、制御信号を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記信号は、データ信号を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記保護されたインターバル中に前記第２のワイヤレスネットワークノードから１つま
たは複数の基準信号を送信することをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御することは、前記送信調整情報に従って時間周波数リソースを使用して前記第
２のワイヤレスネットワークノードからデータ信号と制御信号とを送信するのを控えるこ
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記時間周波数リソースは、時間において連続である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記時間周波数リソースは、時間において不連続である、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記時間周波数リソースは、周波数において連続である、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記時間周波数リソースは、周波数において不連続である、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　第１のワイヤレスネットワークノードによって提供される送信調整情報を受信すること
と、
　前記送信調整情報に従って第２のワイヤレスネットワークノードからのワイヤレス送信
を制御することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
【請求項１３】
　前記第１のワイヤレスネットワークノードに送信調整の要求を送信するコードをさらに
含む、請求項１２に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１４】
　前記制御することは、前記送信調整情報によって定義される指定された保護されたイン
ターバル中に前記第２のワイヤレスネットワークノードから信号を送信するのを控えるこ
とを含む、請求項１２に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１５】
　前記信号は、制御信号を含む、請求項１４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
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　前記信号は、データ信号を含む、請求項１４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１７】
　前記保護されたインターバル中に前記第２のワイヤレスネットワークノードから１つま
たは複数の基準信号を送信するコードをさらに含む、請求項１２に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
【請求項１８】
　前記制御することは、前記送信調整情報によって指定される時間周波数リソースを使用
して前記第２のワイヤレスネットワークノードからデータ信号と制御信号とを送信するの
を控えることを含む、請求項１２に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１９】
　前記時間周波数リソースは、時間において連続である、請求項１８に記載のコンピュー
タプログラム製品。
【請求項２０】
　前記時間周波数リソースは、時間において不連続である、請求項１８に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
【請求項２１】
　前記時間周波数リソースは、周波数において連続である、請求項１８に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
【請求項２２】
　前記時間周波数リソースは、周波数において不連続である、請求項１８に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項２３】
　ネットワークノードから調整情報を受信するように構成された調整モジュールと、
　前記調整情報に応答して保護されたインターバル中に信号を送信するように構成された
送信器モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項２４】
　前記送信器モジュールは、前記保護されたインターバル中に第２のワイヤレスネットワ
ークノードから信号を送信するのを控えるように構成される、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記信号は、制御信号を含む、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記信号は、データ信号を含む、請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記送信器モジュールは、前記保護されたインターバル中に前記第２のワイヤレスネッ
トワークノードから１つまたは複数の基準信号を送信するようにさらに構成される、請求
項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　前記送信器モジュールは、前記送信調整情報に従って時間周波数リソースを使用して前
記第２のワイヤレスネットワークノードからデータ信号と制御信号とを送信するのを控え
るように構成される、請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　前記時間周波数リソースは、時間において連続である、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記時間周波数リソースは、時間において不連続である、請求項２８に記載の装置。
【請求項３１】
　前記時間周波数リソースは、周波数において連続である、請求項２８に記載の装置。
【請求項３２】
　前記時間周波数リソースは、周波数において不連続である、請求項２８に記載の装置。
【請求項３３】
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　ネットワークノードから調整情報を受信するための手段と、
　前記調整情報に応答して保護されたインターバル中に信号を送信するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項３４】
　第１のネットワークノードによって送信された第１の基準信号を受信することと、
　第２のネットワークノードによって送信された第２の基準信号を受信することと、
　前記第１の基準信号と前記第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の機能性を変
更することと
　を備える方法。
【請求項３５】
　前記関係は、差を備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記関係は、比を備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３８】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルすることを備える、請
求項３４に記載の方法。
【請求項３９】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを備える、請求項
３４に記載の方法。
【請求項４０】
　コンピュータに、
　第１のネットワークノードによって送信された第１の基準信号を受信することと、
　第２のネットワークノードによって送信された第２の基準信号を受信することと、
　前記第１の基準信号と前記第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の機能性を変
更することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
【請求項４１】
　前記関係は、差を備える、請求項４０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４２】
　前記関係は、比を備える、請求項４０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４３】
　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、請求項４０に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
【請求項４４】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルすることを備える、請
求項４０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４５】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを備える、請求項
４０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４６】
　第１のネットワークノードによって送信された第１の基準信号と第２のネットワークノ
ードによって送信された第２の基準信号とを受信するように構成された受信器モジュール
と、
　前記第１の基準信号と前記第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の機能性を変
更するように構成された制御モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項４７】
　前記関係は、差を備える、請求項４６に記載の装置。
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【請求項４８】
　前記関係は、比を備える、請求項４６に記載の装置。
【請求項４９】
　干渉除去モジュールをさらに備え、前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、請
求項４６に記載の装置。
【請求項５０】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルすることを備える、請
求項４６に記載の装置。
【請求項５１】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを備える、請求項
４６に記載の装置。
【請求項５２】
　第１のネットワークノードによって送信された第１の基準信号と第２のネットワークノ
ードによって送信された第２の基準信号とを受信するための手段と、
　前記第１の基準信号と前記第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の機能性を変
更するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項５３】
　１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時間変動を判定することと、
　前記時間変動に基づいて受信器の機能性を変更することと
　を備える方法。
【請求項５４】
　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、請求項５３に記載の方法。
【請求項５５】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルすることを備える、請
求項５３に記載の方法。
【請求項５６】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを備える、請求項
５３に記載の方法。
【請求項５７】
　前記測定可能な態様は、ＲＳＲＰと、ＲＬＦと、ＲＳＲＱと、ＣＱＩとからなる集合か
ら選択される、請求項５３に記載の方法。
【請求項５８】
　コンピュータに、
　１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時間変動を判定することと、
　前記時間変動に基づいて受信器の機能性を変更することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
【請求項５９】
　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、請求項５８に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
【請求項６０】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルすることを備える、請
求項５８に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６１】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを備える、請求項
５８に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６２】
　前記測定可能な態様は、ＲＳＲＰと、ＲＬＦと、ＲＳＲＱと、ＣＱＩとからなる集合か
ら選択される、請求項５８に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６３】
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　１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時間変動を判定するように構成され
た受信器モジュールと、
　前記時間変動に基づいて受信器の機能性を変更するように構成された制御モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項６４】
　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、請求項６３に記載の装置。
【請求項６５】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルすることを備える、請
求項６３に記載の装置。
【請求項６６】
　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを備える、請求項
６３に記載の装置。
【請求項６７】
　前記測定可能な態様は、ＲＳＲＰと、ＲＬＦと、ＲＳＲＱと、ＣＱＩとからなる集合か
ら選択される、請求項６３に記載の装置。
【請求項６８】
　１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時間変動を判定するための手段と、
　前記時間変動に基づいて受信器の機能性を変更するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項６９】
　受信器によって経験される干渉レベルの時間変動を判定することと、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定を生成することと、
　第２の時刻に関する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定を生成すること
と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
けることであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付け
されたチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて重み付けされたチャネル推定を計算することと
　を備える方法。
【請求項７０】
　前記判定することは、第１のネットワークノードから受信された第１の基準信号のパラ
メータと第２のネットワークノードから受信された第２の基準信号のパラメータとを測定
することを含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　前記第１の時刻は、第１のサブフレーム期間中に発生し、前記第２の時刻は、第２のサ
ブフレーム期間中に発生する、請求項６９に記載の方法。
【請求項７２】
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて応答するフィルタを調節することをさらに含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７３】
　コンピュータに、
　受信器によって経験される干渉レベルの時間変動を判定することと、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定を生成することと、
　第２の時刻に関する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定を生成すること
と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
けることであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付け
されたチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
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基づいて重み付けされたチャネル推定を計算することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
【請求項７４】
　前記判定することは、第１のネットワークノードから受信された第１の基準信号のパラ
メータと第２のネットワークノードから受信された第２の基準信号のパラメータとを測定
することを含む、請求項７３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７５】
　前記第１の時刻は、第１のサブフレーム期間中に発生し、前記第２の時刻は、第２のサ
ブフレーム期間中に発生する、請求項７３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７６】
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて応答するフィルタを調節することをさらに含む、請求項７３に記載のコンピュー
タプログラム製品。
【請求項７７】
　ワイヤレス通信チャネルから信号を受信し、前記チャネル内の干渉レベルの時間変動を
判定するように構成された受信器モジュールと、
　　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定と第２の時刻に関
する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定とを生成し、
　　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを
付け、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付けされたチャネ
ル推定とを生成し、
　　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定と
に基づいて重み付けされたチャネル推定を計算する
　ように構成されたチャネル推定モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項７８】
　ワイヤレス通信チャネルから信号を受信し、前記チャネル内の干渉レベルの時間変動を
判定するための手段と、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定と第２の時刻に関す
る前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定とを生成するための手段と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
けるための手段であって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重
み付けされたチャネル推定とを生成する、手段と、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて重み付けされたチャネル推定を計算するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項７９】
　第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネットワークノードによって送信され
た基準信号を受信することと、
　第２のネットワークノードについて、前記第１の基準信号リソースパターンとは異なる
第２の基準信号リソースパターンに関連するセル識別子を選択することと
　を備える方法。
【請求項８０】
　前記第１の基準信号リソースパターンは、前記第２の基準信号リソースパターンに直交
する、請求項７９に記載の方法。
【請求項８１】
　前記第１のネットワークノードから前記第２のネットワークノードへ送信調整情報を送
信することと、
　前記送信調整情報に従って前記第２のネットワークノードからのワイヤレス送信を制御
することと
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　をさらに含む、請求項７９に記載の方法。
【請求項８２】
　前記第２のネットワークノードで前記第１のネットワークノードによって送信された送
信調整情報を受信することと、
　前記送信調整情報に従って前記第２のネットワークノードからのワイヤレス送信を制御
することと
　をさらに含む、請求項７９に記載の方法。
【請求項８３】
　コンピュータに、
　第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネットワークノードによって送信され
た基準信号を受信することと、
　第２のネットワークノードについて、前記第１の基準信号リソースパターンとは異なる
第２の基準信号リソースパターンに関連するセル識別子を選択することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
【請求項８４】
　前記第１の基準信号リソースパターンは、前記第２の基準信号リソースパターンに直交
する、請求項８３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８５】
　前記第１のネットワークノードから前記第２のネットワークノードへ送信調整情報を送
信することと、
　前記送信調整情報に従って前記第２のネットワークノードからのワイヤレス送信を制御
することと
　をさらに含む、請求項８３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８６】
　前記第２のネットワークノードで前記第１のネットワークノードによって送信された送
信調整情報を受信することと、
　前記送信調整情報に従って前記第２のネットワークノードからのワイヤレス送信を制御
することと
　をさらに含む、請求項８３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８７】
　第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネットワークノードによって送信され
た基準信号を受信するように構成された受信器モジュールと、
　前記第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信号リソースパターンに関
連するセル識別子を選択するように構成された基準信号セレクタモジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項８８】
　第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネットワークノードによって送信され
た基準信号を受信するための手段と、
　前記第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信号リソースパターンに関
連するセル識別子を選択するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、米国特許法第１１９（ｅ）条の下で、その内容がこれによって全体的にすべて
において参照によって本明細書に組み込まれている、２００９年６月２２日に出願した米
国仮出願第６１／２１９，３５４号、名称「ＭＥＴＨＯＤＳ　ＯＦ　ＣＯＯＲＤＩＮＡＴ
ＩＯＮ　ＯＦ　ＳＥＮＤＩＮＧ　ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ　ＳＩＧＮＡＬＳ　ＦＲＯＭ　ＭＵ
ＬＴＩＰＬＥ　ＣＥＬＬＳ」の優先権を主張するものである。
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【０００２】
　本願は、全般的にはワイヤレス通信システムを対象とする。排他的ではなく、より具体
的には、本願は、ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）ネットワーク内な
どの複数のセルからの基準信号の送信を調整し、測定された干渉に基づいて受信器を調節
する方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、データ、ビデオ、および類似物などのさまざまなタ
イプの通信内容を提供するために広く展開され、展開は、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）システムなどの新しいデータ指向システムの導入に伴って増える可
能性が高い。ワイヤレス通信システムを、使用可能なシステムリソース（たとえば、帯域
幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートできる多元
接続システムとすることができる。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）シ
ステム、および他の直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末（ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）またはアクセス端末（ＡＴ）としても知られる）の通信を同時にサポートすることが
できる。各端末は、順方向リンク上と逆方向リンク上との送信を介して１つまたは複数の
基地局（アクセスポイント（ＡＰ）、ＥｎｏｄｅＢ、またはｅＮＢとしても知られる）と
通信する。順方向リンク（ダウンリンクとも呼ばれる）は、基地局から端末への通信リン
クを指し、逆方向リンク（アップリンクとも呼ばれる）は、端末から基地局への通信リン
クを指す。これらの通信リンクを、ｓｉｎｇｌｅ－ｉｎ－ｓｉｎｇｌｅ－ｏｕｔシステム
、ｓｉｎｇｌｅ－ｉｎ－ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔシステム、ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎ－
ｓｉｎｇｌｅ－ｏｕｔシステム、またはｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎ－ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｏ
ｕｔ（ＭＩＭＯ）システムを介して確立することができる。ＭＩＭＯシステムでは、複数
のアンテナが、追加の送信電力または帯域幅を要求せずに通信性能を高めるために送信器
と受信器との両方で使用される。Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）な
どの次世代システムは、高められた性能とデータスループットとのためにＭＩＭＯ技術の
使用を可能にする。
【０００５】
　展開される移動局の個数が増えるにつれて、正しい帯域幅利用の必要が、より重要にな
る。さらに、ＬＴＥなどのシステムでの、フェムトセルなどの小さいセルを管理する半自
律基地局の導入に伴って、既存基地局との干渉が、強まる問題になる可能性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　本開示は、全般的には、ＬＴＥシステム内などの複数のセルからの基準信号の送信を調
整する方法および装置に関する。
【０００７】
　１つの態様では、本開示は、第１のワイヤレスネットワークノードによって提供される
送信調整情報を受信することと、送信調整情報に従って第２のワイヤレスネットワークノ
ードからのワイヤレス送信を制御することとを備える方法を対象とする。
【０００８】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、第１のワイヤレスネットワークノー
ドによって提供される送信調整情報を受信することと、送信調整情報に従って第２のワイ
ヤレスネットワークノードからのワイヤレス送信を制御することとを行わせるコードを含
むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品を対象とする。
【０００９】
　もう１つの態様では、本開示は、ネットワークノードから調整情報を受信するように構
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成された調整モジュールと、調整情報に応答して保護されたインターバル中に信号を送信
するように構成された送信器モジュールとを備える、通信システム内で使用される装置を
対象とする。
【００１０】
　もう１つの態様では、本開示は、第１のネットワークノードによって送信された第１の
基準信号を受信することと、第２のネットワークノードによって送信された第２の基準信
号を受信することと、第１の基準信号と第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の
機能性を変更することとを備える方法を対象とする。
【００１１】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、第１のネットワークノードによって
送信された第１の基準信号を受信することと、第２のネットワークノードによって送信さ
れた第２の基準信号を受信することと、第１の基準信号と第２の基準信号との間の関係に
基づいて受信器の機能性を変更することとを行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体
を備えるコンピュータプログラム製品を対象とする。
【００１２】
　もう１つの態様では、本開示は、第１のネットワークノードによって送信された第１の
基準信号と第２のネットワークノードによって送信された第２の基準信号とを受信するよ
うに構成された受信器モジュールと、第１の基準信号と第２の基準信号との間の関係に基
づいて受信器の機能性を変更するように構成された制御モジュールとを備える、通信シス
テム内で使用される装置を対象とする。
【００１３】
　もう１つの態様では、本開示は、１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時
間変動を判定することと、時間変動に基づいて受信器の機能性を変更することとを備える
方法を対象とする。
【００１４】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、１つまたは複数の基準信号の測定可
能パラメータの時間変動を判定することと、時間変動に基づいて受信器の機能性を変更す
ることとを行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム
製品を対象とする。
【００１５】
　もう１つの態様では、本開示は、１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時
間変動を判定するように構成された受信器モジュールと、時間変動に基づいて受信器の機
能性を変更するように構成された制御モジュールとを備える、通信システム内で使用され
る装置を対象とする。
【００１６】
　もう１つの態様では、本開示は、受信器によって経験される干渉レベルの時間変動を判
定することと、第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定を生成
することと、第２の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定を生成す
ることと、時間変動に従って第１のチャネル推定と第２のチャネル推定とに重みを付ける
ことであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付けされ
たチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、第１の重み付けされたチャネル推定
と第２の重み付けされたチャネル推定とに基づいて重み付けされたチャネル推定を計算す
ることとを備える方法を対象とする。
【００１７】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、受信器によって経験される干渉レベ
ルの時間変動を判定することと、第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチ
ャネル推定を生成することと、第２の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第２のチャ
ネル推定を生成することと、時間変動に従って第１のチャネル推定と第２のチャネル推定
とに重みを付けることであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第
２の重み付けされたチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、第１の重み付けさ
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れたチャネル推定と第２の重み付けされたチャネル推定とに基づいて重み付けされたチャ
ネル推定を計算することとを行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピ
ュータプログラム製品を対象とする。
【００１８】
　もう１つの態様では、本開示は、ワイヤレス通信チャネルから信号を受信し、チャネル
内の干渉レベルの時間変動を判定するように構成された受信器モジュールと、第１の時刻
に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定と第２の時刻に関するワイヤレス
通信チャネルの第２のチャネル推定とを生成し、時間変動に従って第１のチャネル推定と
第２のチャネル推定とに重みを付け、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定
と第２の重み付けされたチャネル推定とを生成し、第１の重み付けされたチャネル推定と
第２の重み付けされたチャネル推定とに基づいて重み付けされたチャネル推定を計算する
ように構成されたチャネル推定モジュールとを備える、通信システム内で使用される装置
を対象とする。
【００１９】
　もう１つの態様では、本開示は、第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネッ
トワークノードによって送信された基準信号を受信することと、第２のネットワークノー
ドについて、第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信号リソースパター
ンに関連するセル識別子を選択することとを備える方法を対象とする。
【００２０】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、第１の基準信号リソースパターンに
従って第１のネットワークノードによって送信された基準信号を受信することと、第２の
ネットワークノードについて、第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信
号リソースパターンに関連するセル識別子を選択することとを行わせるコードを含むコン
ピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品を対象とする。
【００２１】
　もう１つの態様では、本開示は、第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネッ
トワークノードによって送信された基準信号を受信するように構成された受信器モジュー
ルと、第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信号リソースパターンに関
連するセル識別子を選択するように構成された基準信号セレクタモジュールとを備える、
通信システム内で使用される装置を対象とする。
【００２２】
　追加の態様は、添付図面に関連して下でさらに説明される。
【００２３】
　本願は、添付図面と共に解釈される次の詳細な説明に関連してより十分に了解され得る
。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】複数のセルを含むワイヤレス通信システムの詳細を示す図。
【図２】ワイヤレス通信システムの詳細を示す図。
【図３】干渉軽減のための調整のために構成されたワイヤレス通信システムの要素を示す
図。
【図４】ワイヤレス通信システム内で干渉を軽減するためにセルＩＤを選択する例のプロ
セスを示す図。
【図５】ワイヤレス通信システム内でチャネル測定を容易にするために送信を調整する例
のプロセスを示す図。
【図６】干渉レベルに基づいて受信器機能性を制御する例のプロセスを示す図。
【図７】サブフレーム干渉測定に基づく受信器調節の例のプロセスを示す図。
【図８】図１に示されたものなどのワイヤレス通信システムで干渉を管理する方法論を示
す図。
【図９】通信システムで使用される例の基地局（ｅＮＢまたはＨｅＮＢ）と関連するユー
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ザ端末（ＵＥ）とを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本開示は、全般的にはワイヤレス通信システムでの干渉の調整および管理に関する。さ
まざまな実施形態で、本明細書で説明される技法および装置を、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、Ｓｉｎ
ｇｌｅ－Ｃａｒｒｉｅｒ　ＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク、ＬＴＥネットワー
ク、ならびに他の通信ネットワークなどのワイヤレス通信ネットワークに使用することが
できる。本明細書で使用される時に、用語「ネットワーク」と「システム」とが、交換可
能に使用される場合がある。
【００２６】
　一態様では、本開示は、第１のワイヤレスネットワークノードによって提供される送信
調整情報を受信することと、送信調整情報に従って第２のワイヤレスネットワークノード
からのワイヤレス送信を制御することとを備える方法を対象とする。
【００２７】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、第１のワイヤレスネットワークノー
ドによって提供される送信調整情報を受信することと、送信調整情報に従って第２のワイ
ヤレスネットワークノードからのワイヤレス送信を制御することとを行わせるコードを含
むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品を対象とする。
【００２８】
　もう１つの態様では、本開示は、ネットワークノードから調整情報を受信するように構
成された調整モジュールと、調整情報に応答して保護されたインターバル中に信号を送信
するように構成された送信器モジュールとを備える、通信システム内で使用される装置を
対象とする。
【００２９】
　もう１つの態様では、本開示は、第１のネットワークノードによって送信された第１の
基準信号を受信することと、第２のネットワークノードによって送信された第２の基準信
号を受信することと、第１の基準信号と第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の
機能性を変更することとを備える方法を対象とする。
【００３０】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、第１のネットワークノードによって
送信された第１の基準信号を受信することと、第２のネットワークノードによって送信さ
れた第２の基準信号を受信することと、第１の基準信号と第２の基準信号との間の関係に
基づいて受信器の機能性を変更することとを行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体
を備えるコンピュータプログラム製品を対象とする。
【００３１】
　もう１つの態様では、本開示は、第１のネットワークノードによって送信された第１の
基準信号と第２のネットワークノードによって送信された第２の基準信号とを受信するよ
うに構成された受信器モジュールと、第１の基準信号と第２の基準信号との間の関係に基
づいて受信器の機能性を変更するように構成された制御モジュールとを備える、通信シス
テム内で使用される装置を対象とする。
【００３２】
　もう１つの態様では、本開示は、１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時
間変動を判定することと、時間変動に基づいて受信器の機能性を変更することとを備える
方法を対象とする。
【００３３】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、１つまたは複数の基準信号の測定可
能パラメータの時間変動を判定することと、時間変動に基づいて受信器の機能性を変更す
ることとを行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム
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製品を対象とする。
【００３４】
　もう１つの態様では、本開示は、１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時
間変動を判定するように構成された受信器モジュールと、時間変動に基づいて受信器の機
能性を変更するように構成された制御モジュールとを備える、通信システム内で使用され
る装置を対象とする。
【００３５】
　もう１つの態様では、本開示は、受信器によって経験される干渉レベルの時間変動を判
定することと、第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定を生成
することと、第２の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定を生成す
ることと、時間変動に従って第１のチャネル推定と第２のチャネル推定とに重みを付ける
ことであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付けされ
たチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、第１の重み付けされたチャネル推定
と第２の重み付けされたチャネル推定とに基づいて重み付けされたチャネル推定を計算す
ることとを備える方法を対象とする。
【００３６】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、受信器によって経験される干渉レベ
ルの時間変動を判定することと、第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチ
ャネル推定を生成することと、第２の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第２のチャ
ネル推定を生成することと、時間変動に従って第１のチャネル推定と第２のチャネル推定
とに重みを付けることであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第
２の重み付けされたチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、第１の重み付けさ
れたチャネル推定と第２の重み付けされたチャネル推定とに基づいて重み付けされたチャ
ネル推定を計算することとを行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピ
ュータプログラム製品を対象とする。
【００３７】
　もう１つの態様では、本開示は、ワイヤレス通信チャネルから信号を受信し、チャネル
内の干渉レベルの時間変動を判定するように構成された受信器モジュールと、第１の時刻
に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定と第２の時刻に関するワイヤレス
通信チャネルの第２のチャネル推定とを生成し、時間変動に従って第１のチャネル推定と
第２のチャネル推定とに重みを付け、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定
と第２の重み付けされたチャネル推定とを生成し、第１の重み付けされたチャネル推定と
第２の重み付けされたチャネル推定とに基づいて重み付けされたチャネル推定を計算する
ように構成されたチャネル推定モジュールとを備える、通信システム内で使用される装置
を対象とする。
【００３８】
　もう１つの態様では、本開示は、第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネッ
トワークノードによって送信された基準信号を受信することと、第２のネットワークノー
ドについて、第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信号リソースパター
ンに関連するセル識別子を選択することとを備える方法を対象とする。
【００３９】
　もう１つの態様では、本開示は、コンピュータに、第１の基準信号リソースパターンに
従って第１のネットワークノードによって送信された基準信号を受信することと、第２の
ネットワークノードについて、第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信
号リソースパターンに関連するセル識別子を選択することとを行わせるコードを含むコン
ピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品を対象とする。
【００４０】
　もう１つの態様では、本開示は、第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネッ
トワークノードによって送信された基準信号を受信するように構成された受信器モジュー
ルと、第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信号リソースパターンに関
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連するセル識別子を選択するように構成された基準信号セレクタモジュールとを備える、
通信システム内で使用される装置を対象とする。
【００４１】
　本開示のさまざまな他の態様および特徴を、下でさらに説明する。本明細書の教示をさ
まざまな形で実施でき、本明細書で開示される特定の特徴、機能、またはその両方が、単
に代表であることは明白である。本明細書の教示に基づいて、当業者は、本明細書で開示
される態様を、任意の他の態様と独立に実施でき、これらの態様のうちの複数をさまざま
な形で組み合わせることができることを了解するに違いない。たとえば、本明細書で示さ
れる態様のうちの任意の個数を使用して、装置を実施することができ、あるいは方法を実
践することができる。さらに、本明細書で示される態様のうちの１つまたは複数に加えて
またはそれ以外の他の構造、機能性、または構造と機能性とを使用して、そのような装置
を実施することができ、あるいはそのような方法を実践することができる。さらに、ある
態様が、ある請求項の少なくとも１つの要素を備えることができる。
【００４２】
　ＣＤＭＡネットワークは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ
　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００、および類似物などの無線技術を実施す
ることができる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）とＬｏｗ　
Ｃｈｉｐ　Ｒａｔｅ（ＬＣＲ）とを含む。Ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００標準規格
と、ＩＳ－９５標準規格と、ＩＳ－８５６標準規格とを含む。ＴＤＭＡネットワークは、
Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（
ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実施することができる。
【００４３】
　ＯＦＤＭＡネットワークは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ　
８０２．１１、ＩＥＥＥ　８０２．１６、ＩＥＥＥ　８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤ
Ｍ、および類似物などの無線技術を実施することができる。ＵＴＲＡとＥ－ＵＴＲＡとＧ
ＳＭとは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　
Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。具体的に言うと、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏ
ｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲ
ＡとＥ－ＵＴＲＡとＧＳＭとＵＭＴＳとＬＴＥとは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　
Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）という名称の組織から提供され
る文書に記載され、ｃｄｍａ２０００は、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎ
ｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）という名称の組織からの文書に記載
されている。これらのさまざまな無線技術および標準規格は、既知であるか、当技術分野
で開発中である。たとえば、３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　
Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）は、全世界で適用可能な第３世代（３Ｇ）携帯電話仕様を定
義することを目指す遠隔通信連合のグループの間の共同作業である。３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ
　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）は、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔ
ｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）携帯電話標準規格を改
善することを目指す３ＧＰＰプロジェクトである。３ＧＰＰは、次世代のモバイルネット
ワークとモバイルシステムとモバイルデバイスとに関する仕様を定義することができる。
明瞭にするために、装置および技法のある種の態様が、ＬＴＥ実施態様について下で説明
され、ＬＴＥ技術が、下の説明の多くで使用されるが、この説明は、ＬＴＥ応用に限定さ
れることを意図されたものではない。したがって、本明細書で説明される装置と方法とを
、さまざまな他の通信システムと応用例とに適用できることは、当業者に明白であろう。
【００４４】
　ワイヤレス通信システム内の論理チャネルを、制御チャネルとトラフィックチャネルと
に分類することができる。論理制御チャネルは、システム制御情報をブロードキャストす
るダウンリンク（ＤＬ）チャネルであるＢｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ（ＢＣＣＨ）と、ページング情報を転送するＤＬチャネルであるＰａｇｉｎｇ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＣＣＨ）と、１つまたは複数のＭＴＣＨのＭｕｌｔｉ
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ｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＭＢ
ＭＳ）スケジューリングおよび制御情報を送信するのに使用されるポイントツーマルチポ
イントＤＬチャネルであるＭｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＭＣ
ＣＨ）とを備えることができる。一般に、Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ（ＲＲＣ）接続を確立した後に、このチャネルは、ＭＢＭＳを受信するＵＥによっての
み使用される。Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＤＣＣＨ）は、
専用制御情報を送信し、ＲＲＣ接続を有するＵＥによって使用される、ポイントツーポイ
ント双方向チャネルである。
【００４５】
　論理トラフィックチャネルは、ユーザ情報の転送のための、１つのＵＥ専用のポイント
ツーポイント双方向チャネルであるＤｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ（ＤＴＣＨ）と、トラフィックデータを送信するためのポイントツーマルチポイントＤ
Ｌチャネル用のＭｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＭＴＣＨ）とを
備えることができる。
【００４６】
　トランスポートチャネルを、ダウンリンク（ＤＬ）トランスポートチャネルとアップリ
ンク（ＵＬ）トランスポートチャネルとに分類することができる。ＤＬトランスポートチ
ャネルは、Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＢＣＨ）とＤｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａ
ｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＤＬ－ＳＤＣＨ）とＰａｇｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ
（ＰＣＨ）とを備えることができる。ＰＣＨを、ＵＥ節電のサポートに使用し（ＤＲＸサ
イクルがネットワークによってＵＥに示される時に）、セル全体を介してブロードキャス
トし、他の制御／トラフィックチャネルに使用できる物理層（ＰＨＹ）リソースにマッピ
ングすることができる。ＵＬトランスポートチャネルは、Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｃｈａｎｎｅｌ（ＲＡＣＨ）と、Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＲＥＱＣＨ）と、Ｕ
ｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＵＬ－ＳＤＣＨ）と、複数のＰ
ＨＹチャネルとを備えることができる。ＰＨＹチャネルは、１組のＤＬチャネルとＵＬチ
ャネルとを備えることができる。
【００４７】
　さらに、ＤＬ　ＰＨＹチャネルは、次を備えることができる。
【００４８】
Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＣＰＩＣＨ）
Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＳＣＨ）
Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＣＣＣＨ）
Ｓｈａｒｅｄ　ＤＬ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＳＤＣＣＨ）
Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＭＣＣＨ）
Ｓｈａｒｅｄ　ＵＬ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＳＵＡＣＨ）
Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＡＣＫＣＨ）
ＤＬ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＤＬ－ＰＳＤＣＨ
）
ＵＬ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＵＰＣＣＨ）
Ｐａｇｉｎｇ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＩＣＨ）
Ｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＬＩＣＨ）
　ＵＬ　ＰＨＹチャネルは、次を備えることができる。
【００４９】
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＲＡＣＨ）
Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＣＱＩＣＨ）
Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＡＣＫＣＨ）
Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｕｂｓｅｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＡＳＩＣＨ）
Ｓｈａｒｅｄ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＳＲＥＱＣＨ）
ＵＬ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＵＬ－ＰＳＤＣＨ
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）
Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＢＰＩＣＨ）
　単語「例示的」は、本明細書では「例、実例、または例証として働く」を意味するため
に使用される。本明細書で「例示的」として説明されるすべての態様および／または実施
形態は、必ずしも、他の態様および／または実施形態より好ましいまたは有利と解釈され
るべきではない。
【００５０】
　さまざまな態様および／または実施形態の説明において、次の用語と省略形とが、本明
細書で使用される場合がある。
【００５１】
ＡＭ　　　　　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ
ＡＭＤ　　　　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ　Ｄａｔａ
ＡＲＱ　　　　自動再送要求
ＢＣＣＨ　　　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＢＣＨ　　　　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ＣＨａｎｎｅｌ
Ｃ－　　　　　制御－
ＣＣＣＨ　　　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＣＣＨ　　　　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＣＣＴｒＣＨ　Ｃｏｄｅｄ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ
ＣＰ　　　　　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ
ＣＲＣ　　　　巡回冗長検査
ＣＴＣＨ　　　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｔｒａｆｆｉｃ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＤＣＣＨ　　　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＤＣＨ　　　　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＤＬ　　　　　ダウンリンク
ＤＳＣＨ　　　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＤＴＣＨ　　　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｔｒａｆｆｉｃ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＦＡＣＨ　　　Ｆｏｒｗａｒｄ　ｌｉｎｋ　Ａｃｃｅｓｓ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＦＤＤ　　　　周波数分割複信
Ｌ１　　　　　レイヤ１（物理層）
Ｌ２　　　　　レイヤ２（データリンク層）
Ｌ３　　　　　レイヤ３（ネットワーク層）
ＬＩ　　　　　Ｌｅｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
ＬＳＢ　　　　最下位ビット
ＭＡＣ　　　　媒体アクセス制御
ＭＢＭＳ　　　Ｍｕｌｔｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ
ＭＣＣＨ　　　ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
ＣＨａｎｎｅｌ
ＭＲＷ　　　　Ｍｏｖｅ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｗｉｎｄｏｗ
ＭＳＢ　　　　最上位ビット
ＭＳＣＨ　　　ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＭＴＣＨ　　　ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　
ＣＨａｎｎｅｌ
ＰＣＣＨ　　　Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＰＣＨ　　　　Ｐａｇｉｎｇ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＰＤＵ　　　　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ
ＰＨＹ　　　　物理層
ＰｈｙＣＨ　　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＣＨａｎｎｅｌｓ
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ＲＡＣＨ　　　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＲＬＣ　　　　Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
ＲＲＣ　　　　Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
ＳＡＰ　　　　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ
ＳＤＵ　　　　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ
ＳＨＣＣＨ　　ＳＨａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＳＮ　　　　　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｎｕｍｂｅｒ
ＳＵＦＩ　　　ＳＵｐｅｒ　ＦＩｅｌｄ
ＴＣＨ　　　　Ｔｒａｆｆｉｃ　ＣＨａｎｎｅｌ
ＴＤＤ　　　　時分割複信
ＴＦＩ　　　　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
ＴＭ　　　　　Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｍｏｄｅ
ＴＭＤ　　　　Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｍｏｄｅ　Ｄａｔａ
ＴＴＩ　　　　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ
Ｕ－　　　　　ユーザ－
ＵＥ　　　　　ユーザ機器
ＵＬ　　　　　アップリンク
ＵＭ　　　　　Ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ
ＵＭＤ　　　　Ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ　Ｄａｔａ
ＵＭＴＳ　　　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ
ＵＴＲＡ　　　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ
ＵＴＲＡＮ　　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ
ＭＢＳＦＮ　　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋ
ＭＣＥ　　　　ＭＢＭＳ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｎｇ　ｅｎｔｉｔｙ
ＭＣＨ　　　　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌ
ＤＬ－ＳＣＨ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ
ＭＳＣＨ　　　ＭＢＭＳ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ
ＰＤＣＣＨ　　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ
ＰＤＳＣＨ　　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ
　ＭＩＭＯシステムは、データ伝送に複数（ＮT個）の送信アンテナと複数（ＮR個）の受
信アンテナとを使用する。ＮT個の送信アンテナとＮR個の受信アンテナとによって形成さ
れるＭＩＭＯチャネルを、ＮS個の、空間チャネルとも呼ばれる独立チャネルに分解する
ことができる。線形受信器が使用される場合の最大空間多重化ＮSは、ｍｉｎ（ＮT，ＮR

）であり、ＮS個の独立チャネルのそれぞれは、１つの次元に対応する。これは、空間効
率のＮS倍の増加をもたらす。ＭＩＭＯシステムは、複数の送信アンテナと受信アンテナ
とによって作成される追加の次元が利用される場合に、改善された性能（たとえば、より
高いスループットおよび／またはより高い信頼性）をもたらすことができる。空間次元を
、ランクに関して記述することができる。
【００５２】
　ＭＩＭＯシステムは、時分割複信（ＴＤＤ）実施態様と周波数分割複信（ＦＤＤ）実施
態様とをサポートする。ＴＤＤシステムでは、順方向リンク送信と逆方向リンク送信とが
、同一の周波数領域を使用し、その結果、相反定理が、逆方向リンクチャネルからの順方
向リンクチャネルの推定を可能にするようになる。これは、複数のアンテナがアクセスポ
イントで使用可能である時に、アクセスポイントが順方向リンク上で送信ビームフォーミ
ング利得を抽出することを可能にする。
【００５３】
　システム設計は、ビームフォーミングと他の機能とを容易にするために、ダウンリンク
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とアップリンクとに関してさまざまな時間周波数基準信号をサポートすることができる。
基準信号は、既知のデータに基づいて生成される信号であり、パイロット、プリアンブル
、トレーニング信号、サウンディング信号などと呼ばれる場合もある。基準信号を、受信
器によって、チャネル推定、コヒーレント復調、チャネル品質測定、信号強度測定、およ
び類似物などのさまざまな目的に使用することができる。複数のアンテナを使用するＭＩ
ＭＯシステムは、一般に、アンテナの間の基準信号の送信の調整を提供するが、ＬＴＥシ
ステムは、一般に、複数の基地局またはｅＮＢからの基準信号の送信の調整を提供しない
。
【００５４】
　３ＧＰＰ仕様３６２１１－９００は、セクション５．５で、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣ
Ｈの送信に関連する復調用の特定の基準信号ならびにＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信
に関連しないサウンディングを定義する。たとえば、表１は、ダウンリンク上とアップリ
ンク上とで送信できるＬＴＥ実施態様のいくつかの基準信号をリストし、各基準信号の短
い説明を提供する。セル固有基準信号を、共通パイロット、ブロードバンドパイロットな
どと呼ぶ場合もある。ＵＥ固有基準信号を、専用基準信号と呼ぶ場合もある。
【表１】

【００５５】
　いくつかの実施態様では、システムは、時分割複信（ＴＤＤ）を利用することができる
。ＴＤＤについて、ダウンリンクとアップリンクとは、同一の周波数スペクトルすなわち
チャネルを共有し、ダウンリンク送信とアップリンク送信とは、同一の周波数スペクトル
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上で送信される。したがって、ダウンリンクチャネル応答を、アップリンクチャネル応答
に相関させることができる。相反定理は、アップリンクを介して送信された送信に基づい
てダウンリンクチャネルを推定することを可能にすることができる。これらのアップリン
ク送信を、基準信号またはアップリンク制御チャネル（復調後に基準シンボルとして使用
され得る）とすることができる。アップリンク送信は、複数のアンテナを介する空間選択
的チャネルの推定を可能にすることができる。
【００５６】
　ＬＴＥ実施態様では、直交周波数分割多重が、ダウンリンクすなわち、基地局、アクセ
スポイント、またはｅＮｏｄｅＢから端末またはＵＥへに使用される。ＯＦＤＭの使用は
、スペクトル柔軟性に関するＬＴＥ要件を満足し、高いピークレートを有する非常に幅広
い搬送波に関するコスト効率のよい解決策を可能にし、明確に確立された技術であり、た
とえば、ＯＦＤＭは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ／ｇ、８０２．１６、ＨＩＰＥＲＬＡＮ
－２、ＤＶＢ、およびＤＡＢなどの標準規格で使用されている。
【００５７】
　時間周波数物理リソースブロック（本明細書では、簡潔さのためにリソースブロックま
たは「ＲＢ」とも表される）を、ＯＦＤＭシステムにおいて、データをトランスポートす
るために割り当てられたトランスポート搬送波（たとえば、副搬送波）またはインターバ
ルのグループと定義することができる。ＲＢは、１つの時間と周波数との期間にわたって
定義される。リソースブロックは、１スロット内の時間と周波数とのインデックスによっ
て定義できる時間周波数リソース要素（本明細書では、簡潔さのためにリソース要素また
は「ＲＥ」とも表される）からなる。ＬＴＥ　ＲＢおよびＬＴＥ　ＲＥの追加の詳細が、
３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００５８】
　ＵＭＴＳ　ＬＴＥは、２０ＭＨｚから下へ１．４ＭＨＺまでのスケーラブルな搬送波帯
域幅をサポートする。ＬＴＥでは、ＲＢは、副搬送波帯域幅が１５ｋＨｚである時には１
２個の副搬送波、副搬送波帯域幅が７．５ｋＨｚである時には２４個の副搬送波として定
義される。例示的実施態様では、時間領域に、１０ｍｓの長さであり、それぞれ１ｍｓの
１０個のサブフレームからなる、定義された無線フレームがある。各サブフレームは、２
スロットからなり、各スロットは、０．５ｍｓである。この場合の周波数領域での副搬送
波間隔は、１５ｋＨｚである。これらの副搬送波のうちの＋１２個（１スロットあたり）
が、一緒に、１つのＲＢを構成し、したがって、この実施態様では、１つのリソースブロ
ックは、１８０ｋＨｚである。６つのリソースブロックが、１．４ＭＨｚの搬送波に収ま
り、１００個のリソースブロックが、２０ＭＨｚの搬送波に収まる。
【００５９】
　ダウンリンクには、通常、上で説明したように複数の物理チャネルがある。具体的に言
うと、ＰＤＣＣＨは、制御を送信するのに使用され、ＰＨＩＣＨは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを
送信するのに使用され、ＰＣＦＩＣＨは、制御シンボルの個数を指定するのに使用され、
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＤＳＣＨ）は
、データ送信に使用され、Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（Ｐ
ＭＣＨ）は、単一周波数ネットワークを使用するブロードキャスト送信に使用され、Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＢＣＨ）は、セル内で重要なシ
ステム情報を送信するのに使用される。ＬＴＥでＰＤＳＣＨ上でサポートされる変調フォ
ーマットは、ＱＰＳＫと１６ＱＡＭと６４ＱＡＭとである。
【００６０】
　アップリンクには、通常、３つの物理チャネルがある。Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＲＡＣＨ）は、初期アクセスにのみ使用され、Ｕ
Ｅがアップリンク同期化されない時には、データは、Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　
Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＵＳＣＨ）上で送られる。ＵＥのためにアップリンク
で送信すべきデータがない場合には、制御情報は、Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＵＣＣＨ）上で送信される。アップリンクデータチャ
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ネル上でサポートされる変調フォーマットは、ＱＰＳＫと１６ＱＡＭと６４ＱＡＭとであ
る。
【００６１】
　仮想ＭＩＭＯ／空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）が導入される場合には、アップリンク方
向のデータレートを、基地局のアンテナの個数に応じて高めることができる。この技術を
用いると、複数のモバイルが同一のリソースを再利用することができる。ＭＩＭＯ動作に
ついて、１つのユーザのデータスループットを高めるためのシングルユーザＭＩＭＯと、
セルスループットを高めるためのマルチユーザＭＩＭＯとの間で、区別が行われる。
【００６２】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥでは、移動局またはモバイルデバイスを、「ユーザデバイス」または
「ユーザ機器」（ＵＥ）と呼ぶ場合がある。基地局を、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢすな
わちｅＮＢと呼ぶ場合がある。半自律基地局を、ｈｏｍｅ　ｅＮＢすなわちＨｅＮＢと呼
ぶ場合がある。したがって、ＨｅＮＢは、ｅＮＢの一例である。ＨｅＮＢおよび／または
ＨｅＮＢのカバレージエリアを、フェムトセル、ＨｅＮＢセル、またはｃｌｏｓｅｄ　ｓ
ｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ（ＣＳＧ）セル（アクセスが制限される場合）と呼ぶ場
合がある。
【００６３】
　ここで図１に注意を向けるが、図１は、複数のユーザ機器（ＵＥ）１０４と、ｈｏｍｅ
　ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ（ＨｅＮＢ）１１０と、２つのｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ
Ｂ（ｅＮＢ）１０２および１３２と、中継ノード１０６と、コアネットワークまたはバッ
クホールネットワーク１０８とを有するワイヤレス通信システム１００を示す。ｅＮＢ　
１０２は、ワイヤレス通信システムの中央基地局とすることができる。ｅＮＢ　１３２は
、隣接マクロセル（マクロセル２と表される）内のｅＮＢとすることができ、マクロセル
１と通信する図１に示されたコンポーネントなどのコンポーネントに関連するものとする
ことができる（コンポーネントは、明瞭さのために図１から省略されている）。ＵＥ　１
０４は、端末、移動局、アクセス端末、加入者ユニット、局などと呼ばれる場合もあり、
端末、移動局、アクセス端末、加入者ユニット、局などの機能性の一部またはすべてを含
むことができる。ＵＥ　１０４は、セルラ電話機、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス
デバイス、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータなどと
することができる。
【００６４】
　コアネットワーク１０８は、遠隔通信ネットワークの中央部分とすることができる。た
とえば、コアネットワーク１０８は、インターネット、他のＵＥなどとの通信を容易にす
ることができる。ＵＥ　１０４は、ｅＮＢ　１０２、１３２、またはＨｅＮＢ　１１０を
介してコアネットワーク１０８と通信することができる。複数のＵＥ　１０４が、ｅＮＢ
　１０２またはＨｅＮＢ　１１０とワイヤレス通信することができる。ｅＮＢ　１０２お
よび１３２とＨｅＮＢ　１１０とは、直接にまたはコアネットワーク１０８を介してのい
ずれかで、コアネットワークおよび／またはお互いと通信することができる。
【００６５】
　ＨｅＮＢ　１１０をｅＮＢの１タイプと考えることができるので、用語「ｅＮＢ」を、
ｅＮＢ　１０２またはＨｅＮＢ　１１０を指すのに使用することができる。ｅＮＢ　１０
２を、マクロｅＮＢ　１０２またはマクロセルｅＮＢ　１０２と呼ぶ場合がある。マクロ
ｅＮＢ　１０２は、ＨｅＮＢ　１１０よりはるかに広い範囲を有することができる。さら
に、マクロｅＮＢ　１０２は、コアネットワーク１０８に加入するＵＥ　１０４ａに無制
限のアクセスを提供することができる（すなわち、非ＣＳＧ構成で）。対照的に、ＨｅＮ
Ｂ　１１０は、ｃｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ（ＣＳＧ）に属するＵ
Ｅ　１０４ｂに制限されたアクセスを提供することができる。ＵＥ　１０４が、所与の時
に単一のｅＮＢと通信することだけができると仮定することができる。したがって、Ｈｅ
ＮＢ　１１０と通信するＵＥ　１０４ｂは、一般に、マクロｅＮＢ　１０２と同時に通信
することができないが、ある通信が、ＵＥ管理、セル間調整などを容易にするために実行
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され得る。これは、一般に、データではなく制御情報の転送を含む。
【００６６】
　ｅＮＢのカバレージエリアを、セルと呼ぶ場合がある。セクタ化に応じて、１つまたは
複数のセルをｅＮＢによってサービスすることができる。マクロｅＮＢ　１０２のカバレ
ージエリアを、マクロセル１１２またはｅＮＢセル（図１ではマクロセル１として図示）
と呼ぶ場合がある。同様に、ＨｅＮＢ　１１０のカバレージエリアを、ＨｅＮＢセル１１
４またはフェムトセルと呼ぶ場合がある。図１に示されているように、複数のセルが、隣
接し、かつ／またはオーバーラップすることができる。たとえば、図１では、マクロセル
１と２とが、フェムトセル１１４にオーバーラップする。明らかに、隣接するセルおよび
／またはオーバーラップするセルの多数の他の変形形態が、さまざまなシステム実施態様
で可能である。
【００６７】
　複数のｅＮＢが、コアネットワーク１０８を介するお互いとのバックホール接続を有す
ることができる。たとえば、バックホール接続が、ＨｅＮＢ　１１０とｅＮＢ　１０２と
１３２との間に存在することができる。バックホール接続では、ｅＮＢは、コアネットワ
ーク１０８と通信することができ、コアネットワーク１０８は、対応してＨｅＮＢ　１１
０と通信することができる。直接接続が、複数のｅＮＢの間に存在することもできる。
【００６８】
　たとえば、直接接続が、ＨｅＮＢ　１１０とｅＮＢ　１０２との間に存在することがで
きる。直接接続を、Ｘ２接続１２０とすることができる。Ｘ２インターフェースに関する
詳細は、たとえば３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．４２３　Ｘ２－ＡＰに見出すことができる。複
数のｅＮＢが、中継ノード１０６の使用を介する接続１２２と１２４とを有することもで
きる。ある構成では、中継ノード１０６を、コアネットワーク１０８とすることができる
。
【００６９】
　マクロセル１１２のカバレージ範囲を、ＨｅＮＢセル１１４のカバレージ範囲よりはる
かに大きくすることができる。ある構成では、マクロセル１１２のカバレージ範囲は、Ｈ
ｅＮＢセル１１４のカバレージ範囲全体を含むことができる。
【００７０】
　ＵＥ　１０４は、アップリンク１１６上とダウンリンク１１８上とでの送信を介して基
地局（たとえば、ｅＮＢ　１０２またはＨｅＮＢ　１１０）と通信することができる。ア
ップリンク１１６（または逆方向リンク）は、ＵＥ　１０４から基地局への通信リンクを
指し、ダウンリンク１１８（または順方向リンク）は、基地局からＵＥ　１０４への通信
リンクを指す。したがって、ＵＥ　１０４ａは、アップリンク１１６ａとダウンリンク１
１８ａとを介してｅＮＢ　１０２と通信することができる。同様に、ＵＥ　１０４ｂは、
アップリンク１１６ｂとダウンリンク１１８ｂとを介してＨｅＮＢ　１１０と通信するこ
とができる。
【００７１】
　ワイヤレス通信システム１００のリソース（たとえば、帯域幅および送信電力）を、複
数のＵＥ　１０４の間で共有することができる。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割
多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ）、ｓｉｎｇｌｅ－ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などを含む、さまざまな多元接続技
法が既知である。
【００７２】
　いくつかの構成では、ＨｅＮＢセル１１４内に配置された１つまたは複数のマクロＵＥ
　１０４ａが、ＨｅＮＢセル１１４と干渉するかこれを妨害するために干渉を引き起こす
場合がある。たとえば、ＨｅＮＢセル１１４内に配置されたマクロＵＥ　１０４ａが、Ｈ
ｅＮＢ－ＵＥ　１０４ｂとＨｅＮＢ　１１０との間の通信に関する干渉を引き起こす場合
がある。同様に、ＨｅＮＢセル１１４内のマクロＵＥ　１０４ａが、他のＨｅＮＢまたは
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ｅＮＢからの干渉に起因してマクロセル１１２カバレージを有しない場合がある。アップ
リンク干渉１３０とダウンリンク干渉１３２との両方が、発生する可能性がある。
【００７３】
　ＣＳＧセル（たとえば、ＨｅＮＢセル１１４）内にＵＥ　１０４がない場合には、干渉
問題がない可能性がある。ＵＥ　１０４によるＣＳＧセルへの正常な初期アクセスを可能
にするために、ＣＳＧセルは、強い干渉の影響とのバランスをとるように開ループ電力制
御アルゴリズムに動的にバイアスをかけることができる。ＣＳＧセルは、アップリンク１
１６とダウンリンク１１８とのバランスをとるために雑音を追加することもできる。
【００７４】
　Ｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ（ＩＣ
ＩＣ）を、アップリンク干渉１３０および／またはダウンリンク干渉１３２を防ぐのに使
用することができる。周波数ＩＣＩＣが、同期展開と非同期展開との両方について実現可
能である可能性がある。時間ＩＣＩＣが、同期化された展開で実現可能である可能性があ
る。Ｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎおよ
びセル間干渉軽減を、ｅＮＢとＨｅＮＢとの組合せの間での送信の調整と制御とによって
、セルＩＤの自己選択によって、および／または干渉監視と受信器調整とによって、容易
にすることができる。
【００７５】
　一態様では、干渉管理を、ＵＥでセルノードに関連する情報を判定することと、そのノ
ード（ｅＮＢまたはＨｅＮＢ）にその情報を供給することとによって容易にすることがで
きる。この情報は、空間チャネル情報、電力レベル情報、またはフェムトセルもしくはフ
ェムトセルノードに関連する他の情報を含むことができる。たとえば、ＵＥは、特定のセ
ルについてセル固有基準信号を含むリソース要素の測定された平均電力（および受信器ブ
ランチの間の平均）とすることができるＲｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉ
ｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ（ＲＳＲＰ）を判定することができる。ＵＥは、基準信号について、
ＲＳＲＰとＥ－ＵＴＲＡ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅ
ｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ（ＲＳＳＩ）との比としてＲｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎ
ａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ（ＲＳＲＱ）を判定することもできる。ＵＥは
、他の信号メトリックを判定することもできる。たとえば、ＵＥは、ｅＮＢまたはＨｅＮ
Ｂからセル固有基準信号を送信するのに使用されたリソース要素について使用された電力
（電力寄与（ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ））を判定することができる（シス
テム帯域幅内で）。ＵＥは、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ（Ｃ
ＱＩ）と、Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ（ＲＩ）と、Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉ
ｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ（ＰＭＩ）とを判定することもできる。ＣＱＩは、ＵＥがその時
にサポートできるリンク適合パラメータに関する情報をｅＮＢまたはＨｅＮＢに提供する
。ＣＱＩは、変調情報とコーディング情報とを含むテーブルである。ＲＩは、空間多重化
で使用される層すなわちストリームの個数に関するＵＥ推奨（ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉ
ｏｎ）である。ＵＥは、物理リソースブロックあたりの受信干渉電力ならびにシステム帯
域幅にわたる熱雑音電力を判定することもできる。
【００７６】
　空間チャネル情報を判定し、ｅＮＢまたはＨｅＮＢに送られる測定レポート内で構成す
ることもできる。その後、空間情報および／または電力情報を、ＵＥとの干渉を軽減する
ために他のノードからの送信を調整するのにノードによって使用することができる。情報
を、ｅＮＢおよび／またはＨｅＮＢの間で直接通信することができ、あるいは、バックホ
ールシグナリングを使用して中継することができる。
【００７７】
　さまざまな実施態様で、隣接チャネルの電力判定を、対応して隣接ネットワークタイプ
に基づくものとすることができる隣接チャネル信号の特定の成分または副搬送波に基づく
ものとすることができる。たとえば、受信電力を、パイロット信号などの隣接チャネル内
の特定の副搬送波または信号に基づいて判定することができ、判定される電力は、パイロ
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ット信号の測定に基づく。パイロット信号は、隣接チャネルの専用パイロットサブチャネ
ルまたは割り当てられたパイロットサブチャネル内のパイロット信号とすることができる
。たとえば、電力レベルを判定するために、ＬＴＥに関して定義される基準信号を、パイ
ロット信号として使用し、処理することができる。ＵＴＲＡ実施態様では、代替パイロッ
ト信号が使用され、これらの代替パイロット信号を、隣接ネットワークの電力メトリック
および電力レベルを判定するのに使用することができる。フェージング特性などのチャネ
ル特性を、基準信号の使用を介して判定することができ、ｅＮＢまたはＨｅＮＢに報告す
ることができる。
【００７８】
　いくつかの実施態様では、平均電力レベル測定またはピーク電力レベル測定を、隣接チ
ャネル信号に対して行うことができる。これは、たとえば、隣接チャネル信号に対して行
われる電力密度判定とすることができる。他の電力判定を、上で説明したものと共に使用
し、かつ／または組み合わせることもできる。たとえば、一実施態様では、電力レベルメ
トリックを生成するために、電力密度測定を、ピーク判定またはパイロット信号判定と組
み合わせることができる。
【００７９】
　いくつかの実施態様では、受信信号電力レベルメトリックを、リソース要素あたりのＲ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ（ＲＳＲＰ）に基づく
ものとすることができ、判定は、ノードで隣接チャネルのうちの１つで送信された基準信
号を測定することによってリソース要素あたりのＲｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒ
ｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒを判定することを含む。さらに、ＲＳＲＰを、ＭＩＭＯシス
テムなどで、複数の送信アンテナにまたがるリソース要素あたりのＲＳＲＰの平均値に基
づくものとすることができる。
【００８０】
　図２に、マクロｅＮＢ　２０２と複数のＨｅＮＢ　２１０とを有するワイヤレス通信シ
ステム２００を示す。ワイヤレス通信システム２００は、スケーラビリティのためにＨｅ
ＮＢゲートウェイ２３４を含むことができる。マクロｅＮＢ　２０２とＨｅＮＢゲートウ
ェイ２３４とは、それぞれ、ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｉｙ
（ＭＭＥ）２４２のプール２４０およびサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）２４６のプー
ル２４４と通信することができる。ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、専用Ｓ１接続２３６
についてＣ－プレーンおよびＵ－プレーンリレーに見えるものとすることができる。Ｓ１
接続２３６を、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｃｏｒｅ（ＥＰＣ）とＥｖｏｌｖｅｄ　
Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＥＵＴ
ＲＡＮ）との間の境界として指定された論理インターフェースとすることができる。Ｈｅ
ＮＢゲートウェイ２３４は、ＥＰＣの観点からマクロｅＮＢ　２０２として働くことがで
きる。Ｃ－プレーンインターフェースを、Ｓ１－ＭＭＥとすることができ、Ｕ－プレーン
インターフェースを、Ｓ１－Ｕとすることができる。
【００８１】
　ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、ＨｅＮＢ　２１０に向かって単一のＥＰＣノードとし
て働くことができる。ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、ＨｅＮＢ　２１０のためのＳ１－
ｆｌｅｘ接続性を保証することができる。ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、単一のＨｅＮ
Ｂ　２１０がｎ個のＭＭＥ　２４２と通信できるように、１：ｎ中継機能性を提供するこ
とができる。ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、Ｓ１セットアップ手順を介して動作状態に
される時に、ＭＭＥ　２４２のプール２４０に向けて登録する。ＨｅＮＢゲートウェイ２
３４は、ＨｅＮＢ　２１０とのＳ１インターフェース２３６のセットアップをサポートす
ることができる。
【００８２】
　ワイヤレス通信システム２００は、ｓｅｌｆ　ｏｒｇａｎｉｚｉｎｇ　ｎｅｔｗｏｒｋ
（ＳＯＮ）サーバ２３８を含むこともできる。ＳＯＮサーバ２３８は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ
ネットワークの自動化された最適化を提供することができる。ＳＯＮサーバ２３８は、ワ
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イヤレス通信システム２００に対する操作および管理（Ｏ＆Ｍ）を改善するための主要な
ドライバとすることができる。Ｘ２リンク２２０が、マクロｅＮＢ　２０２とＨｅＮＢゲ
ートウェイ２３４との間に存在することができる。Ｘ２リンク２２０は、共通のＨｅＮＢ
ゲートウェイ２３４に接続されたＨｅＮＢ　２１０のそれぞれの間にも存在することがで
きる。Ｘ２リンク２２０を、ＳＯＮサーバ２３８からの入力に基づいてセットアップする
ことができる。Ｘ２リンク２２０は、ＩＣＩＣ情報を伝えることができる。Ｘ２リンク２
２０を確立できない場合には、Ｓ１リンク２３６を、ＩＣＩＣ情報を伝えるのに使用する
ことができる。バックホールシグナリングを、マクロｅＮＢ　２０２とＨｅＮＢ　２１０
との間の干渉軽減を管理するために通信システム２００内で使用することができる。
【００８３】
　ここで注意を図３に向けるが、図３は、ワイヤレスネットワーク３１０にまたがって干
渉を軽減するように構成された調整コンポーネントを使用するネットワーク３００の実施
形態を示す。
【００８４】
　システム３００を、アクセス端末またはモバイルデバイスと共に使用でき、たとえばＳ
Ｄカード、ネットワークカード、ワイヤレスネットワークカード、コンピュータ（ラップ
トップ機、デスクトップ機、携帯情報端末（ＰＤＡ）を含む）、携帯電話機、スマートホ
ン、またはネットワークにアクセスするのに利用できる任意の他の適切な端末などのモジ
ュールとすることができることに留意されたい。端末は、アクセスコンポーネント（図示
せず）によってネットワークにアクセスする。一例では、端末とアクセスコンポーネント
との間の接続を、性質においてワイヤレスとすることができ、ここで、アクセスコンポー
ネントを基地局とすることができ、モバイルデバイスはワイヤレス端末である。たとえば
、端末と基地局とは、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、周
波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、ＦＬＡＳＨ　ＯＦＤ
Ｍ、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、または任意の他の適切なプロトコルを含む
がこれらに限定はされない任意の適切なワイヤレスプロトコルによって通信することがで
きる。
【００８５】
　アクセスコンポーネントを、有線ネットワークまたはワイヤレスネットワークに関連す
るアクセスノードとすることができる。そのために、アクセスコンポーネントを、たとえ
ばルータ、スイッチ、または類似物とすることができる。アクセスコンポーネントは、他
のネットワークノードと通信するために、１つまたは複数のインターフェース、たとえば
通信モジュールを含むことができる。さらに、アクセスコンポーネントを、セルラタイプ
ネットワーク内の基地局（またはワイヤレスアクセスポイント）とすることができ、ここ
で、基地局（またはワイヤレスアクセスポイント）は、複数の加入者にワイヤレスカバレ
ージエリアを提供するのに利用される。そのような基地局（またはワイヤレスアクセスポ
イント）を、１つまたは複数のセルラ電話機および／または他のワイヤレス端末にカバレ
ージの連続するエリアを提供するように配置することができる。
【００８６】
　システム３００は、図１と２とに示されたワイヤレスネットワークに対応することがで
きる。システム３００は、さまざまなデバイス３３０へのワイヤレスネットワーク３１０
を介する通信が可能なエンティティとすることができる１つまたは複数の基地局３２０（
ノード、ｅｖｏｌｖｅｄＮｏｄｅＢすなわちｅＮＢ、サービングｅＮＢ、ターゲットｅＮ
Ｂ、フェムトステーション、ピコステーション、および類似物とも称する）を含むことが
できる。たとえば、各デバイス３３０を、アクセス端末（端末、ユーザ機器（ＵＥ）、ｍ
ｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｉｙ（ＭＭＥ）、またはモバイルデ
バイスとも呼ばれる）とすることができ、あるいは、いくつかの場合にｅＮＢまたはＨｅ
ＮＢとすることができる。簡潔さのために、デバイス３３０を、本明細書ではＵＥと呼び
、基地局３２０を、本明細書ではｅＮＢまたはＨｅＮＢと呼ぶ。ｅＮＢ　３２０とＵＥ　
３３０とは、それぞれ調整コンポーネント３４０と３４４とを含み、調整コンポーネント
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３４０と３４４とは、さまざまな実施形態でハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、またはこれらの要素の組合せを備えることができる。干渉を軽減するための調整が、
基地局の間、基地局とデバイスとの間、および／または基地局とデバイスとネットワーク
マネージャまたはサーバなどの他のネットワークコンポーネントとの間で発生し得ること
を了解されたい。調整は、モバイルデバイスと基地局との間の通信接続、基地局と基地局
との間の通信接続、またはモバイルデバイスとモバイルデバイスとの間の通信接続を含む
ことができる。通信は、ワイヤレスリンクを介するものとすることができ、あるいは、バ
ックホール接続など、有線接続を介するものとすることができる。
【００８７】
　図示されているように、ｅＮＢ　３２０は、ダウンリンク３６０を介してＵＥ　３３０
（１つまたは複数）に通信でき、アップリンク３７０を介してデータを受信することがで
きる。そのようなアップリンクおよびダウンリンクとしての指定は、ＵＥ　３３０がダウ
ンリンクを介してデータを送信し、アップリンクチャネルを介してデータを受信すること
もできるので、任意である。２つのネットワークコンポーネント３２０と３３０とが図示
されているが、さまざまな構成で、３つ以上のコンポーネントをネットワーク３１０上で
使用することができ、そのような追加のコンポーネントも本明細書で説明される基準信号
調整のために適合されることに留意されたい。
【００８８】
　一般に、ＵＥ　３３０が、最強のダウンリンクチャネルを有する所望のセルに接続でき
ない時には、ＵＥ　３３０は、さまざまなダウンリンクのシナリオまたは応用例で強い干
渉を見る可能性がある。最強のダウンリンクチャネルは、一般に、最強の基準信号を有す
るダウンリンクチャネルである。ＵＥが、最強のダウンリンクチャネルを有する所望のセ
ルに接続できない時（たとえば、図１に示されたＨｅＮＢ　１１０に近接するＵＥ　１０
４など、制限されたＨｅＮＢに近接するＵＥ）またはダウンリンクがよい可能性があるが
アップリンクがよくない場合には、ＵＥは、干渉軽減から利益を得る可能性がある。
【００８９】
　変化する送信電力および／または制限された関連付けを伴って展開するシステムについ
て、またはｅＮＢ　３３０が、図１に示されたマクロセル１と２との間など、あるセルか
ら異なるセルへいくつかのユーザをオフロードすることによって負荷のバランスをとるこ
とを試みる場合に、ＵＥは、受信器性能を改善するために、干渉除去または他の高度な受
信器を使用することができる。チャネル推定は、これらの高度な受信器に重要である。チ
ャネル推定は、ＬＴＥシステムなどのシステムで、基準信号の使用を介して容易にされる
可能性があり、この基準信号は、受信された基準信号を測定し、処理することによって受
信器がフェージング、電力レベル、および類似物などのチャネル特性を判定することを可
能にするためにリソースブロック内に配置され得る。
【００９０】
　その結果、基準信号が、他のｅＮＢおよび／またはＨｅＮＢを含む、図１に示されたも
のなどのネットワークの他のコンポーネントから来る可能性がある強い干渉を見ないこと
が望ましい。したがって、ＨｅＮＢの展開が相対的に制御されない形で行われる可能性が
あり、かつ／または経時的に変化する可能性がある、ｓｅｌｆ　ｏｒｇａｎｉｚｉｎｇ　
ｎｅｔｗｏｒｋ構成（ＳＯＮ）では、ｅＮＢ（またはＨｅＮＢ）３２０は、たとえば他の
マクロセル、ピコセル、および／またはフェムトセルなどの他のセルとのセルＩＤ衝突を
防ぐためにセルアイデンティティを選択することができる。その代わりにまたはそれに加
えて、少なくとも基準信号が強い干渉を見なくなる（たとえば、基準信号に割り当てられ
た時間周波数リソース中にデータまたは制御情報の送信を停止することによって）ように
、さらなるセルＩＤ選択判断基準を実施することができる。
【００９１】
　一般に、周波数領域での基準信号リソースマッピングは、セルＩＤにリンクされ、ここ
で、異なるセルＩＤは、異なる周波数シフトを有することができる。基準信号のために再
利用できる、制限された個数の周波数位置がある。いくつかの実施態様では、ｅＮＢまた
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はＨｅＮＢは、それ自体のために適切なセルＩＤを探し、見つけることができる。たとえ
ば、ノードは、たとえばフェムトセルがそのそれぞれのセルＩＤを構成する前に適切なセ
ルＩＤを検索できる、ｓｅｌｆ　ｏｒｇａｎｉｚｉｎｇ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＳＯＮ）の一
部とすることができる。例示的実施形態では、セルＩＤは、関連する基準信号が別のセル
の基準信号に直交するように選択される。これは、ＬＴＥで定義されているようにシフト
に基づいて行うことができ、ＬＴＥでは、１アンテナＭＩＭＯシステムで６つの使用可能
なシフトがあり、２アンテナシステムで３つの使用可能なシフトがある。
【００９２】
　したがって、システム３００を、ワイヤレス通信ネットワーク３１０内の干渉を軽減す
るように構成することができる。一態様では、ＨｅＮＢまたはｅＮＢなどの基地局が強い
隣接セルを突き止める場合に、ｅＮＢまたはＨｅＮＢは、関連する基準信号が他の既知の
セル／基準信号パターンとの干渉を軽減するように選択されるように、セルＩＤを選択す
ることができる。たとえば、基準信号を、基準信号が非ＣＳＧセルによって使用される異
なる周波数リソースを占める場合など、その信号マッピングがこの強いセルと直交するよ
うに選択することができる。異なるセルＩＤは、異なる周波数シフトを有することができ
るが、基準信号のために再利用できる制限された個数の周波数位置がある。
【００９３】
　初期セルＩＤ選択および割当を、異なる形で行うことができる。たとえば、フェムトセ
ル（および関連するＨｅＮＢ）に割り当てられたセルＩＤの予約済みセットがある場合が
ある。新しいＨｅＮＢがパワーアップされる時に、そのＨｅＮＢは、当初に、隣接するマ
クロセルおよび／またはフェムトセルなどのセルがあるかどうかを判定するためにリスン
することができる。この情報に基づいて、予約済みセルＩＤのうちの１つを、新しいＨｅ
ＮＢに割り当てることができる。しかし、この初期セルＩＤが、隣接セルとの干渉を引き
起こす基準信号に対応する場合には、下でさらに説明されるようになど、干渉問題に対処
するために、初期セルＩＤをその後に変更することができる。
【００９４】
　いくつかの場合に、ｅＮＢは、たとえばセルがｃｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　
ｇｒｏｕｐ（ＣＳＧ）セルまたは非ＣＳＧセルのどちらであるのかなど、強い干渉を引き
起こすセルのタイプに基づいて、上の戦略を適用すると判断することができる。ＣＳＧセ
ルは、一般に、制限された個数の許容可能な加入者を有する。ＣＳＧセルに関連しないＵ
Ｅは、制限された形でＣＳＧセルと通信できる場合があるが、データを送信しまたは受信
することができない場合がある。フェムトセルは、ＣＳＧまたは非ＣＳＧである可能性が
ある。いわゆるオープンフェムトセルは、通信事業者によって制御される場合があり、す
べての加入者へのオープンアクセスを許容する場合がある。他のフェムトセルは、ある種
のユーザだけがアクセスできるＣＳＧである可能性がある。
【００９５】
　たとえば、ＨｅＮＢ（または、いくつかの実施態様ではｅＮＢもしくは他の基地局）は
、当初に、どの他のセルが隣接するのかを判定するためにリスンすることができ、その後
、使用されるセルＩＤ／基準信号および／またはセルのタイプの判定に基づいてセルＩＤ
を選択することができる（ＨｅＮＢはＵＥリスニング機能性を有する）。ＨｅＮＢは、干
渉がＣＳＧセルから発する場合には特定のセルＩＤを選択するか割り当てられ得るが、干
渉が非ＣＳＧセルから発する場合にはそうしないことを選択することができる。この選択
は、ＨｅＮＢ内のメモリまたは他のデータストレージデバイスに格納されたテーブルまた
は他の情報に基づくものとすることができる。たとえば、ＨｅＮＢは、そのＨｅＮＢが開
始時に検出した他のセルとそれらに関連するセルＩＤ／基準信号パターンとに基づいて最
適の直交基準信号／セルＩＤを判定するためのテーブルまたはアルゴリズムを含むことが
できる。最適基準信号を、特定の識別された隣接するセルＩＤ／基準信号、セルタイプに
基づいて選択することができ、かつ／または隣接するセルノードの電力レベル／信号強度
もしくは他のパラメータなどの他のパラメータに基づくものとすることもできる。いくつ
かの実施態様では、セルＩＤを、セルＩＤ割当を管理できる、図１および２に示されたも
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のなどのコアネットワークおよび／またはＭＭＥとの通信に基づいて選択することができ
る。いくつかの実施態様では、セルＩＤ／基準信号選択プロセスを、フェムトセルと関連
するＨｅＮＢとが環境内で移動され、かつ／またはオンおよびオフにされる場合など、変
化する信号環境に応答して周期的にまたは非同期に変更することができる。
【００９６】
　もう１つの態様では、複数のｅＮＢは、ある時間持続時間（連続または不連続）または
周波数帯（連続または不連続）にわたって、ある送信信号が停止されまたは省略されるよ
うに、データ／制御送信を調整することができる（本明細書では保護されたインターバル
または制限されたインターバルとも表される）。たとえば、いくつかの場合に、データ信
号および／または制御信号（基準信号以外）は、基準信号に対するユーザ機器（ＵＥ）測
定を容易にするために、送信されない。この調整を、ワイヤレス接続を介する複数のｅＮ
Ｂ／ＨｅＮＢの間で直接に行うことができ、かつ／または図１および２に示されたコアネ
ットワークへのバックホール接続を介するなど、他の接続を介して管理することができる
。
【００９７】
　もう１つの態様では、ＵＥは、干渉除去などのある種の受信器機能性をイネーブルしま
たはディスエーブルするために基準信号強度（差または比）を測定することができる。た
とえば、ＵＥは、干渉除去などのある種の受信器機能性をイネーブルしまたはディスエー
ブルするかどうかを判定するために経時的な基準信号強度変動を使用することができる。
使用されるメトリックは、ＲＳＰＲ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩレポート（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕ
ａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）、ＲＬＭ（ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｍｏｎｉｔｏｒ
ｉｎｇ、基準信号のＳＮＲに基づく）、または他の信号メトリックを含むことができる。
異なるセルからの基準信号が衝突しない時には、基準信号強度が、データおよび基準信号
衝突に起因して経時的に変化する場合がある。
【００９８】
　名目上、ＵＥは、あるフィルタリングを適用することによって、異なるサブフレームま
たはＯＦＤＭシンボルからの瞬間チャネル推定（そのシンボルおよび／または隣接シンボ
ルからのチャネル推定）の平均をとる。そのようなフィルタリングは、伝統的に、時間不
変であるか、ドップラ情報または信号対雑音（ＳＮＲ）情報に基づいて同調可能である（
すなわち、固定フィルタリング）。その代わりに、もう１つの態様によれば、ＵＥは、瞬
間チャネル推定に経時的に異なる重みを適用するのに干渉情報を使用することができる。
これは、異なるセルにまたがる動的スケジューリングがあり、各ＯＦＤＭまたはサブフレ
ームが異なる干渉を観察する可能性がある時に行うことができる。
【００９９】
　ここで注意を図４に向けるが、図４は、セルＩＤを制御することによる干渉軽減のプロ
セス４００の一実施形態を示す。ステージ４１０で、ｅＮＢまたはＨｅＮＢとすることが
できるワイヤレスネットワークノードは、他のｅＮＢ、ＨｅＮＢ、またはＵＥなどの他の
ワイヤレスネットワーク要素からの送信を監視することができる。たとえば、新たに設置
されたＨｅＮＢまたは再配置されたＨｅＮＢが、図１に示されたさまざまなネットワーク
などの別のワイヤレスネットワークの付近で初期化される場合がある。ノードは、事前に
定義されたセルＩＤを用いて初期化することができ、その後、当初に、送信を開始する前
にリスンすることができる。その後、ノードは、他のマクロセルまたはフェムトセルなど
の１つまたは複数の隣接セルを検出することができる。ステージ４２０で、ノードは、そ
の後、隣接セルに関連する１つまたは複数のセルＩＤを判定することができ、かつ／ある
いは１つまたは複数の隣接セルに関連する基準信号パターンを判定することができる。
【０１００】
　この判定に基づいて、ノードは、その後、選択された基準信号が１つまたは複数の隣接
セルとの干渉を軽減するように、ステージ４３０で新しいセルＩＤおよび／または基準信
号パターンを選択することができる。この判定は、さらに、１つまたは複数の隣接セルに
関連する電力レベルメトリックに基づくものとすることができ、しきい値は、干渉する信
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号がある電力レベルまたは他の信号メトリックを超える時に限ってセルＩＤと関連する基
準信号とが変更されるように、事前に定義され得る。この判定を、たとえば隣接セルがＣ
ＳＧセルまたは非ＣＳＧセルであるかどうかなど、隣接セルのタイプに基づくものとする
こともできる。セルＩＤが更新されると仮定すると、選択された基準信号を、１つまたは
複数の他のセルに関連する１つまたは複数の受信された基準信号に直交するように選択す
ることができる。選択されたセルＩＤを、メモリまたは他の記憶媒体内のテーブル内など
、ノードに格納できる使用可能なセルＩＤ情報に基づくものとすることができる。選択さ
れたセルＩＤを、図１に示されたコアネットワーク１０８などのコアネットワークへのバ
ックホール接続を介しておよび／または図２に示されたＭＭＥプールもしくはＳＧＷプー
ルを使用して、ノードに供給することもできる。このプロセスは、ノードの付近のさまざ
まな既知のセルの間での基準信号の割当に関するコアネットワークでの考慮事項を含むこ
とができる。いくつかの実施形態では、ノードは、適切なセルＩＤおよび基準信号を選択
するために隣接セルに関連するノードと通信することができる。これは、直接ワイヤレス
通信リンクを介しておよび／またはバックホール接続を介して行うことができる。
【０１０１】
　適切な選択されたセルＩＤと関連する選択された基準信号とがステージ４３０で判定さ
れた後に、ノードは、ステージ４４０で選択された基準信号を使用する送信を提供するこ
とができる。その後、選択された基準信号に関連するパターンは、チャネル推定および／
または他の処理のためのＵＥなどの他のネットワーク要素内の処理を容易にすることがで
きる、隣接セルの基準信号パターン（１つまたは複数）への干渉を軽減しまたはそれに直
交するために選択されることによる干渉軽減を容易にすることができる。
【０１０２】
　いくつかの実施態様では、チャネルは、たとえば新しいフェムトセルが追加されるか除
去される場合に、経時的に変化する可能性がある。その結果、プロセス４００は、このプ
ロセスを動作環境の変化に依存して非同期にまたは周期的に繰り返すことができる、判断
ステップ４５０を含むことができる。たとえば、ある隣接セルが、夕方に干渉を生じるが
、日中には生じない場合がある。この場合には、ノードのセルＩＤを、干渉の時間中に変
更することができる。セルＩＤおよび関連する基準信号の他の周期的なまたは非同期の再
スケジューリングを使用することもできる。いくつかの環境では、フェムトセルが、周期
的にまたはランダムにのいずれかで追加されまたは除去される場合がある。この場合には
、フェムトセルに関連する複数のノードが、基準信号割当を管理するために、図１および
２に示されているものなど、直接にまたはバックホールネットワークを介してのいずれか
で通信することができる。
【０１０３】
　前に注記したように、隣接セルからの送信が、干渉を生じることによってネットワーク
コンポーネントの性能に影響する可能性がある。たとえば、あるｅＮＢまたはＨｅＮＢか
らの送信が、別のｅＮＢもしくはＨｅＮＢとＵＥとの間または他のネットワークデバイス
の間の通信に影響する場合がある。図１は、そのような干渉の例を示す。一態様によれば
、ｅＮＢおよびＨｅＮＢなどのノードは、干渉を軽減するために送信を調整するためにお
互いと通信することができる。この通信を、図１に示されたものなど、ノードの間で直接
に行うことができ、かつ／またはバックホール接続を介して行うことができる。
【０１０４】
　ここで注意を図５に向けるが、図５は、ネットワークノードの間でのそのような調整を
提供するプロセス５００の一実施形態を示す。具体的に言うと、ＵＥなどの他のネットワ
ークデバイスが測定または他の信号処理を実行できるようにするために、干渉するノード
が保護されたインターバル中にリソースを予約する（すなわち、指定された時間リソース
、周波数リソース、または時間／周波数リソース中にある種の信号を送信するのを停止す
るか控える）ようにするために調整するために、ｅＮＢおよび／またはＨｅＮＢなどの複
数の基地局の間の通信を実行することが望ましい場合がある。
【０１０５】
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　当初に、ｅＮＢまたはＨｅＮＢなどの第１のネットワークノードが、図１および２に示
されたものなどのＵＥ（または他のデバイス）と通信することができる。ＵＥが、第１の
ネットワークノードまたは他のネットワークノードによって送信された信号に関連する電
力および／またはチャネル特性もしくは他の信号メトリックの測定などの測定を実行しつ
つある場合がある。さらに、同様にｅＮＢまたはＨｅＮＢとすることのできる第２のネッ
トワークノードから送信された信号が、ＵＥで干渉を生成している場合がある。第２のネ
ットワークノードからの減らされた干渉を有する第１のネットワークノードからＵＥへの
通信チャネルを提供することが望ましい可能性がある。これを容易にするために、調整情
報の通信を、この調整を確立するために第１のネットワークノードと第２のネットワーク
ノードとの間で提供することができる。この調整は、第２の（および／または他の）ノー
ドからの信号送信が制限される指定された時間期間（本明細書では制限された時間期間と
も称する）中に第２のネットワークノードからの送信を制限するか停止することをもたら
すことができる。制限は、データまたは制御信号の送信を停止することによるなど、変化
する信号要素の送信を停止することを含むことができる。
【０１０６】
　具体的に言うと、図５に示された実施形態では、第１のネットワークノードは、ステー
ジ５２０で、検出された１つまたは複数の隣接セルに関連するノード（または第１のネッ
トワークセルの付近にあることがわかっている他のノード）に要求を送ることができる。
その代わりにまたはそれに加えて、通信リンクが、この通信を容易にするために第１のネ
ットワークノードと第２のネットワークノードまたは他のネットワークノードとの間で以
前に確立されている場合がある。いくつかの場合に、調整を開始する要求は、当初に第２
のネットワークノードから第１のネットワークノードにまたはＵＥもしくは他のネットワ
ークノードから来る可能性がある。
【０１０７】
　どの場合でも、要求を、ステージ５３０で、第２のネットワークノード（および／また
は隣接しかつ／もしくは干渉を引き起こしている可能性がある追加のネットワークノード
）で受信することができる。この要求は、送信の調整を容易にするために、セルＩＤ、関
連するＵＥ、制御情報、タイミング、または他の制御情報もしくはデータ情報など、第１
のノードから提供される調整情報を含むことができる。たとえば、調整情報は、指定され
た保護されたインターバルまたは時間期間内とすることができる、その間に測定が行われ
ることが望まれるリソースブロック内の可能な時間リソースおよび／または周波数リソー
スに関する情報を含むことができる。これらを、時間および／または周波数において連続
および／または不連続とすることができる。この情報は、制御情報および／またはデータ
情報の送信とすることができる送信をその間に控えなければならない通信のタイプを識別
することができる。保護されたインターバル中の基準信号にのみ基づく測定を容易にする
ために、基準信号を、指定された時間インターバル中に送ることができる。
【０１０８】
　受信の後に、第１のネットワークノードと第２のネットワークノードと（および／また
は通信する任意の他のネットワークノード）は、さらに、干渉を軽減するために制御でき
る特定のリソースに関する情報を交換することができる。これは、たとえば、調整される
特定のリソース要素または他の情報を判定するためのネットワークノードの間のネゴシエ
ーションを含むことができる。これは、たとえば、第２のネットワークからのその上での
通信が測定を容易にするために停止される時間リソースおよび／または周波数リソースな
ど、送信制御に関する、合意によってまたは第２のネットワークノードによって行われる
判定に関連する情報をも含むことができる。前に注記したように、これは、連続または不
連続とすることができる制限されたまたは保護されたある時間期間、周波数、またはその
両方を含むことができる。これらの制御された時間インターバル中に、データおよび／ま
たは制御情報の送信を停止することができる。
【０１０９】
　次いでステージ５４０では、第２のネットワークノードが、保護されたインターバル中
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の送信調整情報に基づいて干渉を軽減するために送信を制御する。これは、ステージ５７
０で、ＵＥが第２のネットワークノードからの送信がない状態で第１のネットワークノー
ドに関する測定を行うことおよび／または他の測定を行うこともしくは他の信号処理を実
行することを可能にするために行うことができる。制御された送信に関する情報を、第１
のネットワークノードからＵＥに供給することができ、ＵＥは、その後、保護されたイン
ターバル中に、ターゲットにされた測定を実行するためおよび／または他の処理を実行す
るために、この情報を使用することができる。いくつかの場合に、ＵＥは、制御された送
信の知識と独立に動作することができ、ステージ５７０で、チャネル測定値、電力レベル
、または他の情報などのデータを第１のネットワークノードに供給することができ、第１
のネットワークノードは、その後、第２のネットワークノードなどの他のネットワークノ
ードとこの情報を共有することができ、かつ／または、この情報は、第２のネットワーク
ノードおよび／もしくは他のネットワークノードからの送信を制御するのに使用され得る
。いくつかの実施形態で、この情報を、図４に関して本明細書で前に説明したものなど、
第１のまたは第２のワイヤレスネットワークノードによって使用される異なる基準信号パ
ターンを判定するのに使用することができる。ノードは、ステージ５５０で通常動作を再
開することができる。いくつかの場合に、プロセス５００を、追加の測定および調節を容
易にするために周期的にまたは非同期に繰り返すことができる。
【０１１０】
　測定された情報を、さらに、デバイス動作を制御するためにＵＥによって使用すること
ができる。たとえば、ＵＥは、ステージ５８０で保護されたインターバル期間中に第１の
ワイヤレスネットワークノード（および／または第２のワイヤレスネットワークノード以
外の他のワイヤレスネットワークノード）から受信された信号の測定および／または他の
信号処理を実行することができる。これらは、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩ情報、ｒａｄ
ｉｏ　ｌｉｎｋ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ（ＲＬＭ）、ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｆａｉｌｕ
ｒｅ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ（ＲＬＦＭ）、および／または他の信号電力メトリックなど
のさまざまなメトリックを含むことができる。
【０１１１】
　その後、ＵＥは、ステージ５９０で、受信器機能性を調節し、かつ／またはある受信器
機能をディスエーブルしもしくはイネーブルするために、保護されたインターバル中に測
定された情報を使用することができる。たとえば、制御された送信期間中に入手された情
報を、ＵＥ内の干渉除去機能性をオンまたはオフにするために受信器によって使用するこ
とができる。第２のワイヤレスネットワークに関連する干渉レベルが高い場合には、電池
電力を節約するために、干渉除去をＵＥでオフにすることができる（干渉除去が高い干渉
レベルで有効ではないと仮定して）。逆に、第２のワイヤレスネットワークノードからの
干渉が低いか中間である場合には、干渉除去をイネーブルすることができる。干渉する信
号のレベルに関連する可能性があるものなどの他の受信器機能性を、制御された送信期間
中に行われる測定に応答して、対応して制御することができる。
【０１１２】
　さらに、ＵＥは、経時的に基準信号強度を測定することができ、経時的な変動に基づい
て受信器機能性を調節することができる。たとえば、他のセルからの基準信号が経時的に
衝突する時に、受信信号が変化する可能性がある。したがって、ＲＳＲＰ、ＲＳＰＱ、Ｃ
ＱＩ、ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ（ＲＬＭ）測定値、ｒａｄｉｏ　ｌ
ｉｎｋ　ｆａｉｌｕｒｅ　ｍｏｎｉｔｏｒ（ＲＬＦＭ）測定値、または他の信号電力メト
リックなどのメトリックを、経時的に受信器機能性をイネーブルしまたはディスエーブル
するのに使用することができる。これを、たとえば、その上または下で機能性を変更でき
る干渉のしきいレベルに基づくものとすることができる。例示的実施形態では、ＵＥ（ま
たは他のネットワークデバイス）内の受信器サブシステムは、オンである時に電力を消費
する干渉除去（ＩＣ）モジュールを含む。判定された干渉レベルが変化する場合に、ＩＣ
モジュールの機能性を、干渉除去が現在の環境で適当であるかどうかに応じてオンまたは
オフに切り替えることができる。
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【０１１３】
　図６は、動的機能性制御を実行するプロセス６００の実施形態を示す。ステージ６１０
では、ＵＥなどの受信器は、対応する第１セル基準信号および第２セル基準信号と共に、
複数のセルから受信される信号を監視することができる。ステージ６２０では、たとえば
ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、ＲＬＭ、ＲＬＦＭ、ＣＱＩ、および類似物などの電力レベルもしく
は信号強度パラメータまたは別の信号メトリックとすることができるこの監視に基づいて
、干渉レベルを生成することができる。ステージ６３０では、干渉レベルを、しきい値も
しくは値の範囲、移動平均値、または受信器機能性に関連する他の値もしくはパラメータ
などの１つまたは複数のメトリックと比較することができる。干渉レベルがしきい値を超
える場合には、受信器機能性を制御することができる。たとえば、干渉除去を、電池消費
を管理するために動的干渉レベルに応答してイネーブルしまたはディスエーブルすること
ができる。
【０１１４】
　用語「第１のワイヤレスネットワークノード」および「第２のワイヤレスネットワーク
ノード」が、説明のために上で使用され、特定のシステム内のさまざまな特定のノードが
、本明細書で説明される代表的な第１のワイヤレスネットワークノードと第２のワイヤレ
スネットワークノードとに対応することができることに留意されたい。
【０１１５】
　前に注記したように、ＵＥに含まれるものなどの受信器機能性は、受信された基準信号
に基づくものとすることができる瞬間チャネル推定（すなわち、特定のシンボルまたはあ
るシンボルと隣接シンボルとからのチャネル推定）を実行する。伝統的に、これらの瞬間
チャネル推定は、それぞれが１つの基準信号を有する複数のサブフレームまたはＯＦＤＭ
シンボルにまたがって平均をとられる。これは、しばしば、２ミリ秒にわたる平均をとる
ことができる３タップフィルタなどのＦＩＲフィルタなどのフィルタを使用することによ
って行われる。フィルタリングは、通常、時間不変であるか、ドップラ情報または信号対
雑音比（ＳＮＲ）情報に基づいて同調可能である。
【０１１６】
　もう１つの態様では、チャネル推定のための異なるフィルタリングを、サブフレームに
関連する瞬間チャネル推定に基づくものとすることができる異なるサブフレームにわたっ
て適用することができる。具体的に言うと、干渉レベルは、サブフレーム中に受信される
信号の特定の特性に基づいてサブフレームの間で変化する可能性がある。たとえば、サブ
フレームが、隣接ネットワークなどからの大きい干渉を受ける場合があり、他のサブフレ
ームが、より少ない干渉を受ける場合がある。これに対処するために、ＵＥ（または受信
器機能性を実施する他のノードは、瞬間チャネル推定を実行し、サブフレームのインター
バルにわたって時間変動である可能性がある干渉情報を収集することができる。この情報
に基づいて、ＵＥは、その後、チャネル推定に関する異なる重み付けを生成することがで
き、かつ／または複数のサブフレームにまたがってとられた平均ではなく瞬間推定に基づ
いて異なるフィルタリングを適用することができる。
【０１１７】
　図７は、干渉を考慮に入れて受信器を調節するプロセス７００を示す。受信器は、ステ
ージ７１０で、複数の隣接するセルまたはデバイスに関連する干渉レベルを監視すること
ができる。具体的に言うと、これは、サブフレームの時間分解能のレベルで増加しまたは
減少する可能性がある異なるノードからの複数の基準信号からの干渉を含むことができる
。その後、サブフレームレベルに対応する干渉レベルの時間変動を、判定することができ
る。たとえば、各ＯＦＤＭシンボルまたはサブフレームが、異なるセルにまたがる動的ス
ケジューリングがある時にそうなる可能性がある、異なる干渉を見る場合がある。干渉の
検出に基づいて、ステージ７３０で、サブフレームレベルまたはその下での調節を可能に
するために、それ相応にチャネル推定に重みを付けることができる。フィルタ応答を、重
み付けまたは瞬間チャネル推定に基づいて調節することができる。
【０１１８】
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　ここで注意を図８に向けるが、図８は、図１に示されたものなどのシステムで実施でき
るワイヤレス通信方法論を示す。説明の単純さのために、この方法論（および本明細書で
説明される他の方法論）は、一連の行為として図示され、説明されるが、１つまたは複数
の態様によれば、いくつかの行為が、図示され本明細書で説明される順序とは異なる順序
でおよび／または他の行為と同時に発生することができるので、この方法論が、行為の順
序によって限定されないことを理解し、了解されたい。いくつかの実施態様では、いくつ
かの行為を省略することができるが、他の実施形態では、いくつかの行為を追加すること
ができる。たとえば、当業者は、ある方法論を、その代わりに状態図などの一連の相互に
関係する状態または事象として表すことができることを理解し、了解するであろう。さら
に、図示された行為のすべてが、請求される主題による方法論を実施するのに利用される
とは限らない。
【０１１９】
　ステージ８１０では、基準マッピングを使用する。ｅＮＢ（またはＨｅＮＢ）などの基
地局が強いセルを突き止める場合に、そのｅＮＢは、基準信号マッピングがこの強いセル
に直交するようにセルＩＤを選択することができ、ここで、基準信号は、このセルによっ
て使用される異なる周波数リソースを占める。ｅＮＢは、強い干渉を引き起こすセルのタ
イプに基づいて、たとえばセルがｃｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ（Ｃ
ＳＧ）セルまたは非ＣＳＧセルのどちらであるのかに基づいて、上の戦略を適用すると判
断することができる。
【０１２０】
　ステージ８２０では、複数のｅＮＢ（および／またはＨｅＮＢ）が、基準信号（１つま
たは複数）に対するユーザ機器（ＵＥ）測定を容易にするために、ある時間期間（連続ま
たは不連続）または周波数帯（連続または不連続）にわたってデータおよび／または制御
信号（基準信号あたり他）が送信されないようにデータ／制御送信を調整することができ
る。
【０１２１】
　ステージ８３０では、ＵＥは、干渉除去などのある種の受信器機能性をイネーブルしま
たはディスエーブルするために基準信号強度（差または比）を測定することができる。も
う１つの態様では、ＵＥは、干渉除去などのある種の受信器機能性をイネーブルしまたは
ディスエーブルするかどうかを判定するために経時的な基準信号強度変動を使用すること
ができる。異なるセルからの基準信号が衝突しない時には、基準信号強度は、データと基
準信号との衝突に起因して経時的に変化する可能性がある。
【０１２２】
　ステージ８４０では、ＵＥは、瞬間チャネル推定（対応するＯＦＤＭシンボルおよび／
または隣接するシンボルからのチャネル推定）を生成することができる。ＵＥは、経時的
に瞬間チャネル推定値に異なる重みを適用するために、関連する干渉情報を使用すること
ができる。これは、異なるセルにまたがる動的スケジューリングがあり、各ＯＦＤＭまた
はサブフレームが異なる干渉を観察する可能性がある時に行うことができる。この手法を
使用することによって、チャネル推定の平均を使用する伝統的な手法に対して、受信器性
能を高めることができる。
【０１２３】
　ここで注意を図９に向けるが、図９は、例のＬＴＥ　ＭＩＭＯ通信システム９００内の
基地局９１０（すなわち、ｅＮＢまたはＨｅＮＢ）と端末９５０（すなわち、端末、ＡＴ
、またはＵＥ）との実施形態のブロック図を示す。これらのシステムは、図１～３に示さ
れたシステムに対応することができ、図４～７で本明細書で前に示したプロセスを実施す
るように構成され得る。
【０１２４】
　隣接ノード情報に基づくセルＩＤの選択、他の基地局から受信された調整情報に基づく
保護されたインターバルを提供するための出力送信制御、ならびに本明細書で前に説明し
た他の機能など、さまざまな機能を、基地局９１０（および／または図示されていない他
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のコンポーネント）内に示されているようにプロセッサ内とメモリ内とで実行することが
できる。ＵＥ　９５０は、チャネル推定などのチャネル特性を判定し、受信データを復調
し、空間情報を生成し、電力レベル情報および／または基地局９１０に関連する他の情報
を判定するために、基地局９１０から信号を受信するための１つまたは複数のモジュール
を含むことができる。
【０１２５】
　一実施形態では、基地局９１０は、本明細書で前に説明したように、ＵＥ　９５０から
または別の基地局（図９には図示せず）からのバックホールシグナリングから受信された
情報に応答して出力を調節することができる。これを、プロセッサ９１４、９３０、およ
びメモリ９３２などの基地局９１０の１つまたは複数のコンポーネント（または図示され
ていない他のコンポーネント）内で行うことができる。基地局９１０は、送信モジュール
９２４など、ＨｅＮＢ　９１０の１つまたは複数のコンポーネント（または図示されてい
ない他のコンポーネント）を含む送信モジュールをも含むことができる。基地局９１０は
、干渉除去機能性を提供するために、プロセッサ９３０、９４２、復調器モジュール９４
０、およびメモリ９３２などの１つまたは複数のコンポーネント（または図示されていな
い他のコンポーネント）を含む干渉除去モジュールを含むことができる。基地局９１０は
、他のネットワークデバイスから調整情報を受信し、調整情報に基づいて送信器モジュー
ルを管理するために、プロセッサ９３０、９１４、およびメモリ９３２などの１つまたは
複数のコンポーネント（または図示されていない他のコンポーネント）を含む調整モジュ
ールを含むことができる。基地局９１０は、干渉除去モジュールなどの他の機能モジュー
ルをオンまたはオフにするなど、受信器機能性を制御するための制御モジュールをも含む
ことができる。基地局９１０は、図１と２とに示されたコアネットワークまたは他のコン
ポーネント内のバックホールシステムなど、他のシステムとのネットワーキングを提供す
るためにネットワーク接続モジュール９９０を含むことができる。
【０１２６】
　同様に、ＵＥ　９５０は、受信器９５４など、ＵＥ　９５０の１つまたは複数のコンポ
ーネント（または図示されていない他のコンポーネント）を含む受信モジュールを含むこ
とができる。ＵＥ　９５０は、プロセッサ９６０、９７０、およびメモリ９７２など、Ｕ
Ｅ　９５０の１つまたは複数のコンポーネント（または図示されていない他のコンポーネ
ント）を含む信号情報モジュールも含むことができる。一実施形態で、ＵＥ　９５０で受
信された１つまたは複数の信号は、チャネル特性、電力情報、空間情報、および／または
基地局９１０などの対応するＨｅＮＢに関する他の情報を推定するために処理される。メ
モリ９３２と９７２とは、チャネル測定および情報に関連するプロセス、電力レベルおよ
び／または空間情報判定、セルＩＤ選択、セル間調整、干渉除去制御、ならびに本明細書
で説明される他の機能を実施するために、プロセッサ９６０、９７０、および９３８など
の１つまたは複数のプロセッサでの実行のためのコンピュータコードを格納するのに使用
され得る。
【０１２７】
　動作中に、基地局９１０で、複数のデータストリームのトラフィックデータを、データ
ソース９１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ９１４に供給することができ、ＴＸデー
タプロセッサ９１４では、そのトラフィックデータを処理し、１つまたは複数のＵＥ　９
５０に送信することができる。送信されるデータは、１つまたは複数のＵＥ　９５０で干
渉を軽減しまたは信号測定を実行するために、本明細書で前に説明したように制御され得
る。
【０１２８】
　一態様では、各データストリームは、基地局９１０のそれぞれの送信器サブシステム（
送信器９２４1～９２４Ntとして図示）を介して処理され、送信される。ＴＸデータプロ
セッサ９１４は、コーディングされたデータを提供するために、各データストリームにつ
いて選択された特定のコーディング方式に基づいてそのデータストリームのトラフィック
データを受け取り、フォーマットし、コーディングし、インターリーブする。具体的に言
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うと、基地局９１０を、特定の基準信号と基準信号パターンとを判定し、選択されたパタ
ーン内にその基準信号および／またはビームフォーミング情報を含む送信信号を提供する
ように構成することができる。
【０１２９】
　各データストリームのコーディングされたデータを、ＯＦＤＭ技法を使用してパイロッ
トデータと多重化することができる。パイロットデータは、通常、既知の方法で処理され
る既知のデータパターンであり、チャネル応答を推定するために受信器システムで使用さ
れ得る。たとえば、パイロットデータは、基準信号を備えることができる。パイロットデ
ータを、図９に示されているようにＴＸデータプロセッサ９１４に供給し、コーディング
されたデータと多重化することができる。その後、各データストリームの多重化されたパ
イロットデータとコーディングされたデータとを、変調シンボルを提供するために、その
データストリームについて選択された特定の変調方式（たとえば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、
Ｍ－ＰＳＫ、Ｍ－ＱＡＭなど）に基づいて変調する（すなわち、シンボルマッピングする
）ことができ、データとパイロットとを、異なる変調方式を使用して変調することができ
る。各データストリームのデータレート、コーディング、および変調を、メモリ９３２ま
たはＵＥ　９５０の他のメモリもしくは命令格納媒体（図示せず）に格納された命令に基
づいてプロセッサ９３０によって実行される命令によって判定することができる。
【０１３０】
　その後、すべてのデータストリームの変調シンボルを、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２
０に供給することができ、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０は、それらの変調シンボルを
さらに処理することができる（たとえば、ＯＦＤＭ実施態様のために）。その後、ＴＸ　
ＭＩＭＯプロセッサ９２０は、Ｎt個の送信器（ＴＭＴＲ）９２２1から９２２NtにＮｔ個
の変調シンボルを供給することができる。さまざまなシンボルを、送信のために関連する
ＲＢにマッピングすることができる。
【０１３１】
　ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０は、データストリームのシンボルとシンボルが送信さ
れる対応する１つまたは複数のアンテナにビームフォーミング重みを適用することができ
る。これは、基準信号によって提供されるか基準信号に関連するチャネル推定情報および
／またはＵＥなどのネットワークノードから提供された空間情報などの情報を使用するこ
とによって行うことができる。たとえば、ビームＢ＝転置（［ｂ１　ｂ２…ｂNt］）は、
各送信アンテナに対応する重みの集合から構成される。ビームに沿った送信は、そのアン
テナのビーム重みによってスケーリングされたすべてのアンテナに沿って変調シンボルｘ
を送信することに対応する、すなわち、アンテナｔでは、送信される信号がｂｔ*ｘであ
る。複数のビームが送信される時に、あるアンテナで送信される信号は、異なるビームに
対応する信号の和である。これを、数学的にはＢ１ｘ１＋Ｂ２ｘ２＋ＢＮsｘＮsと表すこ
とができ、ここで、Ｎs個のビームが送信され、ｘｉは、ビームＢｉを使用して送られる
変調シンボルである。さまざまな実施態様で、ビームを複数の方法で選択することができ
る。たとえば、ビームを、ＵＥからのチャネルフィードバック、ｅＮＢで使用可能なチャ
ネルの知識、または隣接マクロセルなどとの干渉軽減を容易にするためにＵＥから供給さ
れる情報に基づいて、選択することができる。
【０１３２】
　各送信器サブシステム９２２1から９２２Ntは、１つまたは複数のアナログ信号を提供
するためにそれぞれのシンボルストリームを受け取り、処理し、さらに、ＭＩＭＯチャネ
ルを介する送信に適する変調された信号を提供するためにアナログ信号を調整する（たと
えば、増幅し、フィルタリングし、アップコンバートする）。送信器９２２1から９２２N

tからのＮt個の変調された信号は、その後、それぞれ、Ｎt個のアンテナ９２４1から９２
４Ntから送信される。
【０１３３】
　ＵＥ　９５０では、送信された変調された信号が、Ｎr個のアンテナ９５２1から９５２

Nrによって受信され、各アンテナ９５２からの受信された信号は、それぞれの受信器（Ｒ
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ＣＶＲ）９５４1から９５２Nrに供給される。各受信器９５４は、それぞれの受信された
信号を調整し（たとえば、フィルタリングし、増幅し、ダウンコンバートし）、サンプル
を提供するために調整された信号をディジタル化し、さらに、対応する「受信された」シ
ンボルストリームを提供するためにサンプルを処理する。
【０１３４】
　その後、ＲＸデータプロセッサ９６０が、Ｎs個の送信されたシンボルストリームの推
定値を提供するためにＮs個の「検出された」シンボルストリームを提供するために、特
定の受信器処理技法に基づいて、Ｎr個の受信されたシンボルストリームをＮr個の受信器
９５４1から９５２Nrから受け取り、処理する。その後、ＲＸデータプロセッサ９６０は
、データストリームのトラフィックデータを回復するために、各検出されたシンボルスト
リームを復調し、デインターリーブし、復号する。ＲＸデータプロセッサ９６０による処
理は、通常、基地局９１０内のＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０とＴＸデータプロセッサ
９１４とによって実行される処理と相補的である。
【０１３５】
　プロセッサ９７０は、下でさらに説明されるように、使用のためにプリコーディング行
列を周期的に判定することができる。その後、プロセッサ９７０は、行列インデックス部
分とランク値部分とを備えることができる逆方向リンクメッセージを定式化することがで
きる。さまざまな態様で、逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信さ
れたデータストリームに関するさまざまなタイプの情報を備えることができる。その後、
逆方向リンクメッセージをＴＸデータプロセッサ９３８によって処理することができ、Ｔ
Ｘデータプロセッサ９３８は、データソース９３６から複数のデータストリームのトラフ
ィックデータを受け取ることもでき、このトラフィックデータを、その後、変調器９８０
によって変調し、送信器９５４1から９５４Nrによって調整し、基地局９１０に送信して
戻すことができる。基地局９１０に送信して戻される情報は、基地局９１０からの干渉を
軽減するためにビームフォーミングを提供するための電力レベル情報および／または空間
情報を含むことができる。
【０１３６】
　基地局９１０では、ＵＥ　９５０からの変調された信号が、アンテナ９２４によって受
信され、受信器９２２によって調整され、復調器９４０によって復調され、ＲＸデータプ
ロセッサ９４２によって処理されて、ＵＥ　９５０によって送信されたメッセージが抽出
される。その後、プロセッサ９３０は、ビームフォーミング重みを判定するためにどのプ
リコーディング行列を使用すべきかを判定し、その後、抽出されたメッセージを処理する
。
【０１３７】
　いくつかの構成では、ワイヤレス通信の装置は、本明細書で説明されるさまざまな機能
を実行するための手段を含む。一態様では、前述の手段を、図９に示されたものなど、実
施形態がその中に存在し、列挙された機能を前述の手段によって実行するように構成され
た、１つまたは複数のプロセッサおよび関連するメモリとすることができる。これらを、
たとえば、図１～３および図９に示されたものなどのＵＥ、ＨｅＮＢ、および／またはｅ
ＮＢ内に存在するモジュールまたは装置とすることができる。もう１つの態様では、前述
の手段を、前述の手段によって列挙された機能を実行するように構成されたモジュールま
たは任意の装置とすることができる。
【０１３８】
　１つまたは複数の例示的実施形態で、説明される機能と方法とプロセスとを、ハードウ
ェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはその任意の組合せで実施することができる
。ソフトウェアで実施される場合に、機能を、コンピュータ可読媒体上の１つまたは複数
の命令またはコードとして格納し、あるいは符号化することができる。コンピュータ可読
媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスでき
る任意の使用可能な媒体とすることができる。限定ではなく例として、そのようなコンピ
ュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディス
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クストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、あるいは
命令もしくはデータ構造の形で所望のプログラムコードを担持しまたは格納するのに使用
でき、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができる。ディ
スク（ｄｉｓｋ　ａｎｄ　ｄｉｓｃ）は、本明細書で使用される時に、コンパクトディス
ク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）と、レーザディスク（ｄｉｓｃ）と、光ディスク（ｄｉｓｃ）と
、ディジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）と、フロッピディスク（ｄｉｓｋ）
と、ブルーレイディスク（ｄｉｓｃ）とを含み、ｄｉｓｋは、通常はデータを磁気的に再
生し、ｄｉｓｃは、レーザを用いてデータを光学的に再生する。上記の組合せも、コンピ
ュータ可読媒体の範囲に含まれなければならない。
【０１３９】
　開示されるプロセスと方法とのステップまたはステージの特定の順序または階層が、例
示的な手法の例であることを理解されたい。設計の好みに基づいて、プロセス内のステッ
プの特定の順序または階層を、本開示の範囲内にとどまりながら再配置できることを理解
されたい。添付の方法請求項は、サンプルの順序でさまざまなステップの要素を提示し、
提示される特定の順序または階層に限定されることを意味しない。
【０１４０】
　当業者は、情報と信号とを、さまざまな異なる技術または技法のいずれをも使用して表
せることを理解するであろう。たとえば、上の説明全体を通じて言及される可能性がある
データと、命令と、コマンドと、情報と、信号と、ビットと、シンボルと、チップとを、
電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光学場または光学粒子、あるいはその任意の
組合せによって表すことができる。
【０１４１】
　当業者は、本明細書で開示される実施形態に関連して説明されるさまざまな例示的な論
理ブロックと、モジュールと、回路と、アルゴリズムステップとを、電子ハードウェア、
コンピュータソフトウェア、またはその両方の組合せとして実施できることをさらに了解
するであろう。ハードウェアとソフトウェアとのこの交換可能性を明瞭に示すために、さ
まざまな例示的なコンポーネントと、ブロックと、モジュールと、回路と、ステップとを
、上で、一般にその機能性に関して説明した。そのような機能性がハードウェアまたはソ
フトウェアのどちらとして実施されるのかは、特定の応用例とシステム全体に課せられる
設計制約とに依存する。当業者は、説明された機能性を、各特定の応用例のためにさまざ
まな形で実施することができるが、そのような実施判断が、本開示の範囲からの逸脱を引
き起こすと解釈されてはならない。
【０１４２】
　本明細書で開示される実施形態に関連して説明されるさまざまな例示的な論理ブロック
と、モジュールと、回路とを、本明細書で説明される機能を実行するように設計された、
汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル
論理デバイス、ディスクリートゲートもしくはトランジスタ論理、ディスクリートハード
ウェアコンポーネント、またはその任意の組合せを用いて実施しまたは実行することがで
きる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサとすることができるが、代替案では、プロ
セッサを、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態
機械とすることができる。プロセッサを、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえ
ば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに
関連する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成とし
て実施することもできる。
【０１４３】
　本明細書で開示される実施形態に関連して説明される方法、プロセス、またはアルゴリ
ズムのステップまたはステージを、ハードウェアで直接に、プロセッサによって実行され
るソフトウェアモジュールで、またはこの２つの組合せで実施することができる。ソフト
ウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモ
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ＯＭ、または当技術分野で既知の任意の他の形の記憶媒体に存在することができる。例示
的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込む
ことができるように、プロセッサに結合される。代替案では、記憶媒体を、プロセッサに
一体とすることができる。プロセッサと記憶媒体とが、１つのＡＳＩＣ内に存在すること
ができる。そのＡＳＩＣが、ユーザ端末内に存在することができる。代替案では、プロセ
ッサと記憶媒体とが、ユーザ端末内にディスクリートコンポーネントとして存在すること
ができる。
【０１４４】
　特許請求の範囲は、本明細書で示される態様に限定されることを意図されたものではな
く、請求項の言葉と一貫するすべての範囲に従わなければならず、単数形での要素への言
及は、そうではないと特に述べられない限り、「１つのみ」を意味するのではなく、「１
つまたは複数」を意味することが意図されている。そうではないと特に述べられない限り
、用語「いくつかの」は、１つまたは複数を指す。項目のリスト「の少なくとも１つ」に
言及する句は、単一のメンバを含むこれらの項目のすべての組合せを指す。例として、「
ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａとｂと、ａとｃと、ｂと
ｃと、ならびにａとｂとｃとを含むことが意図されている。
【０１４５】
　開示される態様の前の説明は、当業者が本開示を作るか使用することを可能にするため
に提供される。これらの態様のさまざまな変更は、当業者にすぐに明白になり、本明細書
で定義される包括的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱せずに他の態様に適用さ
れ得る。したがって、本開示は、本明細書で示される態様に限定されることを意図されて
いるのではなく、本明細書で開示される原理および新規の特徴と一貫する最も広い範囲に
従うべきものである。次の特許請求の範囲とその同等物とが、本開示の範囲を定義するこ
とが意図されている。
【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月6日(2013.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信器によって経験される干渉レベルの時間変動を判定することと、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定を生成することと、
　第２の時刻に関する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定を生成すること
と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
けることであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付け
されたチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて重み付けされたチャネル推定を計算することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記判定することは、第１のネットワークノードから受信された第１の基準信号のパラ
メータと第２のネットワークノードから受信された第２の基準信号のパラメータとを測定
することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の時刻は、第１のサブフレーム期間中に発生し、前記第２の時刻は、第２のサ
ブフレーム期間中に発生する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて応答するフィルタを調節することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　受信器によって経験される干渉レベルの時間変動を判定する手順と、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定を生成する手順と、
　第２の時刻に関する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定を生成する手順
と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
ける手順であって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付け
されたチャネル推定とを生成する、重みを付ける手順と、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて重み付けされたチャネル推定を計算する手順と
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項６】
　前記判定することは、第１のネットワークノードから受信された第１の基準信号のパラ
メータと第２のネットワークノードから受信された第２の基準信号のパラメータとを測定
することを含む、請求項５に記載のプログラム。
【請求項７】
　前記第１の時刻は、第１のサブフレーム期間中に発生し、前記第２の時刻は、第２のサ
ブフレーム期間中に発生する、請求項５に記載のプログラム。
【請求項８】
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて応答するフィルタを調節することをさらに含む、請求項５に記載のプログラム。
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【請求項９】
　ワイヤレス通信チャネルから信号を受信し、前記チャネル内の干渉レベルの時間変動を
判定するように構成された受信器モジュールと、
　　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定と第２の時刻に関
する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定とを生成し、
　　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを
付け、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付けされたチャネ
ル推定とを生成し、
　　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定と
に基づいて重み付けされたチャネル推定を計算する
　ように構成されたチャネル推定モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信チャネルから信号を受信し、前記チャネル内の干渉レベルの時間変動を
判定するための手段と、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定と第２の時刻に関す
る前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定とを生成するための手段と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
けるための手段であって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重
み付けされたチャネル推定とを生成する、手段と、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて重み付けされたチャネル推定を計算するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　開示される態様の前の説明は、当業者が本開示を作るか使用することを可能にするため
に提供される。これらの態様のさまざまな変更は、当業者にすぐに明白になり、本明細書
で定義される包括的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱せずに他の態様に適用さ
れ得る。したがって、本開示は、本明細書で示される態様に限定されることを意図されて
いるのではなく、本明細書で開示される原理および新規の特徴と一貫する最も広い範囲に
従うべきものである。次の特許請求の範囲とその同等物とが、本開示の範囲を定義するこ
とが意図されている。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］　第１のワイヤレスネットワークノードによって提供される送信調整情報を
受信することと、
　前記送信調整情報に従って第２のワイヤレスネットワークノードからのワイヤレス送信
を制御することと
　を備える方法。
　　［Ｃ２］　前記第１のワイヤレスネットワークノードに送信調整の要求を送信するこ
とをさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］　前記制御することは、前記送信調整情報によって定義される指定された保
護されたインターバル中に前記第２のワイヤレスネットワークノードから信号を送信する
のを控えることを含む、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］　前記信号は、制御信号を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ５］　前記信号は、データ信号を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ６］　前記保護されたインターバル中に前記第２のワイヤレスネットワークノー
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ドから１つまたは複数の基準信号を送信することをさらに含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ７］　前記制御することは、前記送信調整情報に従って時間周波数リソースを使
用して前記第２のワイヤレスネットワークノードからデータ信号と制御信号とを送信する
のを控えることを含む、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］　前記時間周波数リソースは、時間において連続である、Ｃ７に記載の方法
。
　　［Ｃ９］　前記時間周波数リソースは、時間において不連続である、Ｃ７に記載の方
法。
　　［Ｃ１０］　前記時間周波数リソースは、周波数において連続である、Ｃ７に記載の
方法。
　　［Ｃ１１］　前記時間周波数リソースは、周波数において不連続である、Ｃ７に記載
の方法。
　　［Ｃ１２］　コンピュータに、
　第１のワイヤレスネットワークノードによって提供される送信調整情報を受信すること
と、
　前記送信調整情報に従って第２のワイヤレスネットワークノードからのワイヤレス送信
を制御することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１３］　前記第１のワイヤレスネットワークノードに送信調整の要求を送信する
コードをさらに含む、Ｃ１２に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１４］　前記制御することは、前記送信調整情報によって定義される指定された
保護されたインターバル中に前記第２のワイヤレスネットワークノードから信号を送信す
るのを控えることを含む、Ｃ１２に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１５］　前記信号は、制御信号を含む、Ｃ１４に記載のコンピュータプログラム
製品。
　　［Ｃ１６］　前記信号は、データ信号を含む、Ｃ１４に記載のコンピュータプログラ
ム製品。
　　［Ｃ１７］　前記保護されたインターバル中に前記第２のワイヤレスネットワークノ
ードから１つまたは複数の基準信号を送信するコードをさらに含む、Ｃ１２に記載のコン
ピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１８］　前記制御することは、前記送信調整情報によって指定される時間周波数
リソースを使用して前記第２のワイヤレスネットワークノードからデータ信号と制御信号
とを送信するのを控えることを含む、Ｃ１２に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１９］　前記時間周波数リソースは、時間において連続である、Ｃ１８に記載の
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ２０］　前記時間周波数リソースは、時間において不連続である、Ｃ１８に記載
のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ２１］　前記時間周波数リソースは、周波数において連続である、Ｃ１８に記載
のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ２２］　前記時間周波数リソースは、周波数において不連続である、Ｃ１８に記
載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ２３］　ネットワークノードから調整情報を受信するように構成された調整モジ
ュールと、
　前記調整情報に応答して保護されたインターバル中に信号を送信するように構成された
送信器モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ２４］　前記送信器モジュールは、前記保護されたインターバル中に第２のワイ
ヤレスネットワークノードから信号を送信するのを控えるように構成される、Ｃ２３に記
載の装置。
　　［Ｃ２５］　前記信号は、制御信号を含む、Ｃ２４に記載の装置。
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　　［Ｃ２６］　前記信号は、データ信号を含む、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２７］　前記送信器モジュールは、前記保護されたインターバル中に前記第２の
ワイヤレスネットワークノードから１つまたは複数の基準信号を送信するようにさらに構
成される、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２８］　前記送信器モジュールは、前記送信調整情報に従って時間周波数リソー
スを使用して前記第２のワイヤレスネットワークノードからデータ信号と制御信号とを送
信するのを控えるように構成される、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２９］　前記時間周波数リソースは、時間において連続である、Ｃ２８に記載の
装置。
　　［Ｃ３０］　前記時間周波数リソースは、時間において不連続である、Ｃ２８に記載
の装置。
　　［Ｃ３１］　前記時間周波数リソースは、周波数において連続である、Ｃ２８に記載
の装置。
　　［Ｃ３２］　前記時間周波数リソースは、周波数において不連続である、Ｃ２８に記
載の装置。
　　［Ｃ３３］　ネットワークノードから調整情報を受信するための手段と、
　前記調整情報に応答して保護されたインターバル中に信号を送信するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ３４］　第１のネットワークノードによって送信された第１の基準信号を受信す
ることと、
　第２のネットワークノードによって送信された第２の基準信号を受信することと、
　前記第１の基準信号と前記第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の機能性を変
更することと
　を備える方法。
　　［Ｃ３５］　前記関係は、差を備える、Ｃ３４に記載の方法。
　　［Ｃ３６］　前記関係は、比を備える、Ｃ３４に記載の方法。
　　［Ｃ３７］　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、Ｃ３４に記載の方法。
　　［Ｃ３８］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルするこ
とを備える、Ｃ３４に記載の方法。
　　［Ｃ３９］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを
備える、Ｃ３４に記載の方法。
　　［Ｃ４０］　コンピュータに、
　第１のネットワークノードによって送信された第１の基準信号を受信することと、
　第２のネットワークノードによって送信された第２の基準信号を受信することと、
　前記第１の基準信号と前記第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の機能性を変
更することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４１］　前記関係は、差を備える、Ｃ４０に記載のコンピュータプログラム製品
。
　　［Ｃ４２］　前記関係は、比を備える、Ｃ４０に記載のコンピュータプログラム製品
。
　　［Ｃ４３］　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、Ｃ４０に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
　　［Ｃ４４］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルするこ
とを備える、Ｃ４０に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４５］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを
備える、Ｃ４０に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４６］　第１のネットワークノードによって送信された第１の基準信号と第２の
ネットワークノードによって送信された第２の基準信号とを受信するように構成された受
信器モジュールと、
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　前記第１の基準信号と前記第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の機能性を変
更するように構成された制御モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ４７］　前記関係は、差を備える、Ｃ４６に記載の装置。
　　［Ｃ４８］　前記関係は、比を備える、Ｃ４６に記載の装置。
　　［Ｃ４９］　干渉除去モジュールをさらに備え、前記受信器の前記機能性は、干渉除
去を備える、Ｃ４６に記載の装置。
　　［Ｃ５０］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルするこ
とを備える、Ｃ４６に記載の装置。
　　［Ｃ５１］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを
備える、Ｃ４６に記載の装置。
　　［Ｃ５２］　第１のネットワークノードによって送信された第１の基準信号と第２の
ネットワークノードによって送信された第２の基準信号とを受信するための手段と、
　前記第１の基準信号と前記第２の基準信号との間の関係に基づいて受信器の機能性を変
更するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ５３］　１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時間変動を判定する
ことと、
　前記時間変動に基づいて受信器の機能性を変更することと
　を備える方法。
　　［Ｃ５４］　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、Ｃ５３に記載の方法。
　　［Ｃ５５］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルするこ
とを備える、Ｃ５３に記載の方法。
　　［Ｃ５６］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを
備える、Ｃ５３に記載の方法。
　　［Ｃ５７］　前記測定可能な態様は、ＲＳＲＰと、ＲＬＦと、ＲＳＲＱと、ＣＱＩと
からなる集合から選択される、Ｃ５３に記載の方法。
　　［Ｃ５８］　コンピュータに、
　１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時間変動を判定することと、
　前記時間変動に基づいて受信器の機能性を変更することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５９］　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、Ｃ５８に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
　　［Ｃ６０］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルするこ
とを備える、Ｃ５８に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６１］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを
備える、Ｃ５８に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６２］　前記測定可能な態様は、ＲＳＲＰと、ＲＬＦと、ＲＳＲＱと、ＣＱＩと
からなる集合から選択される、Ｃ５８に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６３］　１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時間変動を判定する
ように構成された受信器モジュールと、
　前記時間変動に基づいて受信器の機能性を変更するように構成された制御モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ６４］　前記受信器の前記機能性は、干渉除去を備える、Ｃ６３に記載の装置。
　　［Ｃ６５］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をディスエーブルするこ
とを備える、Ｃ６３に記載の装置。
　　［Ｃ６６］　前記変更することは、前記受信器の前記機能性をイネーブルすることを
備える、Ｃ６３に記載の装置。
　　［Ｃ６７］　前記測定可能な態様は、ＲＳＲＰと、ＲＬＦと、ＲＳＲＱと、ＣＱＩと
からなる集合から選択される、Ｃ６３に記載の装置。



(45) JP 2014-3657 A 2014.1.9

　　［Ｃ６８］　１つまたは複数の基準信号の測定可能パラメータの時間変動を判定する
ための手段と、
　前記時間変動に基づいて受信器の機能性を変更するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ６９］　受信器によって経験される干渉レベルの時間変動を判定することと、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定を生成することと、
　第２の時刻に関する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定を生成すること
と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
けることであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付け
されたチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて重み付けされたチャネル推定を計算することと
　を備える方法。
　　［Ｃ７０］　前記判定することは、第１のネットワークノードから受信された第１の
基準信号のパラメータと第２のネットワークノードから受信された第２の基準信号のパラ
メータとを測定することを含む、Ｃ６９に記載の方法。
　　［Ｃ７１］　前記第１の時刻は、第１のサブフレーム期間中に発生し、前記第２の時
刻は、第２のサブフレーム期間中に発生する、Ｃ６９に記載の方法。
　　［Ｃ７２］　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチ
ャネル推定とに基づいて応答するフィルタを調節することをさらに含む、Ｃ６９に記載の
方法。
　　［Ｃ７３］　コンピュータに、
　受信器によって経験される干渉レベルの時間変動を判定することと、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定を生成することと、
　第２の時刻に関する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定を生成すること
と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
けることであって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付け
されたチャネル推定とを生成する、重みを付けることと、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて重み付けされたチャネル推定を計算することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７４］　前記判定することは、第１のネットワークノードから受信された第１の
基準信号のパラメータと第２のネットワークノードから受信された第２の基準信号のパラ
メータとを測定することを含む、Ｃ７３に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７５］　前記第１の時刻は、第１のサブフレーム期間中に発生し、前記第２の時
刻は、第２のサブフレーム期間中に発生する、Ｃ７３に記載のコンピュータプログラム製
品。
　　［Ｃ７６］　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチ
ャネル推定とに基づいて応答するフィルタを調節することをさらに含む、Ｃ７３に記載の
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７７］　ワイヤレス通信チャネルから信号を受信し、前記チャネル内の干渉レベ
ルの時間変動を判定するように構成された受信器モジュールと、
　　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定と第２の時刻に関
する前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定とを生成し、
　　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを
付け、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重み付けされたチャネ
ル推定とを生成し、
　　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定と
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に基づいて重み付けされたチャネル推定を計算する
　ように構成されたチャネル推定モジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ７８］　ワイヤレス通信チャネルから信号を受信し、前記チャネル内の干渉レベ
ルの時間変動を判定するための手段と、
　第１の時刻に関するワイヤレス通信チャネルの第１のチャネル推定と第２の時刻に関す
る前記ワイヤレス通信チャネルの第２のチャネル推定とを生成するための手段と、
　前記時間変動に従って前記第１のチャネル推定と前記第２のチャネル推定とに重みを付
けるための手段であって、これによって、第１の重み付けされたチャネル推定と第２の重
み付けされたチャネル推定とを生成する、手段と、
　前記第１の重み付けされたチャネル推定と前記第２の重み付けされたチャネル推定とに
基づいて重み付けされたチャネル推定を計算するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ７９］　第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネットワークノードに
よって送信された基準信号を受信することと、
　第２のネットワークノードについて、前記第１の基準信号リソースパターンとは異なる
第２の基準信号リソースパターンに関連するセル識別子を選択することと
　を備える方法。
　　［Ｃ８０］　前記第１の基準信号リソースパターンは、前記第２の基準信号リソース
パターンに直交する、Ｃ７９に記載の方法。
　　［Ｃ８１］　前記第１のネットワークノードから前記第２のネットワークノードへ送
信調整情報を送信することと、
　前記送信調整情報に従って前記第２のネットワークノードからのワイヤレス送信を制御
することと
　をさらに含む、Ｃ７９に記載の方法。
　　［Ｃ８２］　前記第２のネットワークノードで前記第１のネットワークノードによっ
て送信された送信調整情報を受信することと、
　前記送信調整情報に従って前記第２のネットワークノードからのワイヤレス送信を制御
することと
　をさらに含む、Ｃ７９に記載の方法。
　　［Ｃ８３］　コンピュータに、
　第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネットワークノードによって送信され
た基準信号を受信することと、
　第２のネットワークノードについて、前記第１の基準信号リソースパターンとは異なる
第２の基準信号リソースパターンに関連するセル識別子を選択することと
　を行わせるコードを含むコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８４］　前記第１の基準信号リソースパターンは、前記第２の基準信号リソース
パターンに直交する、Ｃ８３に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８５］　前記第１のネットワークノードから前記第２のネットワークノードへ送
信調整情報を送信することと、
　前記送信調整情報に従って前記第２のネットワークノードからのワイヤレス送信を制御
することと
　をさらに含む、Ｃ８３に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８６］　前記第２のネットワークノードで前記第１のネットワークノードによっ
て送信された送信調整情報を受信することと、
　前記送信調整情報に従って前記第２のネットワークノードからのワイヤレス送信を制御
することと
　をさらに含む、Ｃ８３に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８７］　第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネットワークノードに
よって送信された基準信号を受信するように構成された受信器モジュールと、
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　前記第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信号リソースパターンに関
連するセル識別子を選択するように構成された基準信号セレクタモジュールと
　を備える、通信システム内で使用される装置。
　　［Ｃ８８］　第１の基準信号リソースパターンに従って第１のネットワークノードに
よって送信された基準信号を受信するための手段と、
　前記第１の基準信号リソースパターンとは異なる第２の基準信号リソースパターンに関
連するセル識別子を選択するための手段と
　を備える、通信システム内で使用される装置。
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